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第27回慶應義塾図書館貴重書展示会

活字文化の真髄
―日本の古活字版と西洋初期印刷本―

主催：慶應義塾図書館　協賛：丸善株式会社
協力：ミズノプリンティングミュージアム　

会期：2015年10月7日（水）～10月13日（火）
会場：丸善・丸の内本店 4 階ギャラリー



講演会：4階ギャラリー内特設会場
10月10日（土）
　14：00－ 慶應義塾大学文学部准教授　安形麻理
　　　　　 「活版印刷術の黎明―グーテンベルクとその周辺」
　15：00－ 法政大学文学部教授　小秋元段
　　　　　 「鎌倉幕府の歴史書『吾妻鑑』の刊行と徳川家康・秀忠」
10月11日（日）
　14：00－ 早稲田大学教育・総合科学学術院教授　雪嶋宏一
　　　　　 「ヴェネツィアからパリへ―活字で見るルネサンス文化の広がり」
　15：00－ 慶應義塾大学附属研究所斯道文庫教授　髙橋智
　　　　　 「活字印刷の重宝―古活字版漢籍について」

ギャラリートーク
10月12日（月・祝）
　14：00－ 慶應義塾大学附属研究所斯道文庫教授　髙橋智（和漢書）
　15：00－ 慶應義塾大学文学部准教授　徳永聡子（洋書）



慶應義塾図書館貴重書展示会では、義塾図書館の所蔵する内外の稀覯本や古典籍などの貴
重書を広く一般の方々にご覧いただいてまいりました。1985年の初回以来、27回目となる
本年は「活字文化の真髄」と銘打って、東洋・西洋に花開いた活字の数々に焦点をあてます。
2015年は西洋印刷史にとって欠くことのできない人物であるアルド・マヌーツィオの没後
500年にあたります。マヌーツィオはマインツで42行聖書を印刷したグーテンベルクの次世
代として、1490年代から没する1515年まで、ヴェネツィアで活躍した出版人です。彼が考
案したイタリック体の文字や文庫本サイズの書物は現代の我々の生活にも息づいています。
本展示会では、書物を通して東西の活字文化を辿ります。
写本の時代、手間暇をかけて作られた書物は数も少ない上に高価だったため、貴族や修道
院、寺院等の宗教関係者などごく一部の限られた人々のものでした。その状況は印刷術の発
明によって大きく変貌を遂げます。流通する書物の増加は、人々の持つ情報量を増加させ、
文化の著しい発展に寄与したのです。ただ、その受容は東洋と西洋とでは異なる途を歩みま
した。東洋では近代に至るまで印刷といえば木版印刷が主流でした。ただ、日本においては
近世初期に活字印刷の行われた一時期がありました。この時期の書物は「古活字版」として
明治期以降の近代活字印刷と区別され、非常に貴重な存在と位置づけられています。一方西
洋では、ドイツに生まれた活字印刷がイタリアやフランス、イギリスなど、広くヨーロッパ
全体へ伝播していきました。これら東洋・西洋の印刷術が生み出した書物を通して、権力者
に献上する書物に使われた威厳のある書体や、書物そのものの美を追求するために使われた
流麗な書体などの様々な活字の姿をお楽しみください。
なお今回は、これまでの展示会と若干趣向を変えて、いくつかの「もの」も出品しました。
板の両面に字が彫られた江戸時代の版木や朝鮮李朝期の木活字、グーテンベルク時代の印刷
機レプリカもミズノプリンティングミュージアム様のご協力により間近にご覧いただけま
す。これらの「もの」が印刷物としての書物の成立に不可欠であったことをご確認いただけ
ることでしょう。
本展示の企画・監修は、本塾大学附属研究所斯道文庫の髙橋智教授、文学部の松田隆美教
授、徳永聡子准教授にお引き受けいただいています。限られた展示スペースの中で東洋・西
洋の印刷史をわかりやすく語るため、各先生方とも展示資料の選定に心を砕かれました。吟
味に吟味を重ねて選ばれた展示資料の数々を通し、小さな活字が描き出す大きな活字文化の
ストーリーをご堪能いただければ幸いです。
最後になりましたが、今回の展示会にご協力をいただいた丸善株式会社をはじめ、関係の
皆様に深く感謝申し上げます。

2015年10月
慶應義塾図書館長

 赤 木　完 爾

ごあいさつ
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「活字中毒」「活字離れ」という言葉を聞かなくなって久しい。この言葉は本好きという意
味から転じているから、「活字」が「本」の意味で使われているのである。今、「活字」はパ
ソコン上のフォントという観念と結びついている。
そもそも「活字」は活きた字という意味であって、生き物のように動くのである。字が動
くとは一文字一文字が個体として自立しているということである。活字はゴツゴツとした一
個の物体なのであった。その一つ一つを田に稲を植えるように並べていくから「植字」と言っ
たのである。原稿に沿って個体の文字を並べる植字工は、何万とある活字を自由に操る魔法
使いのような職人中の職人であった。そしてこの職人技は、西洋と東洋でそれぞれの発展を
遂げてきた。その伝来がいずれも東の日本を終局点としていることは大変興味深いことと言
わねばならない。
こうした視点から、洋の東西、それぞれの活字による出版文化を概観する機会を得たいと
思うのは、ただに「活字中毒」の人だけではないであろう。近年まで出版の主流であった活
字印刷の源流を辿り、何のために、どんな意義をもって、書物の歴史のなかに活字が活きて
きたのか、というテーマの一端を垣間見てみるのがこの展示の目的である。
文化や技術は発展するものであるけれども、後々の技術が初期のものには到底及ばないと
いうこともある。実は技術の真髄が初期の時代にこそあるのが、活字印刷術と言えるかもし
れない。
西洋の初期印刷本や日本の古活字版というものに焦点を当ててみると、あらためて和洋を
問わずダイナミックな文化が存在したことを教えてくれるであろう。

慶應義塾大学附属研究所斯道文庫教授
髙 橋　　 智

展示にあたって
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書物を印刷する手法には大きく分けて2つある。ひとつは、版画の要領で、ページを構成
する文字、挿絵、装飾模様、罫線などの全ての要素を1枚の木板（まれに銅板）に彫って刷
るやり方で、明治以前の日本の古典籍はこの手法が主流である。かなと漢字をあわせると使
用する文字の種類が非常に多く、また、文字を続けて書くくずし文字を用いる江戸時代の版
本では、この木版印刷が合理的な選択であった。ヨーロッパにも、15世紀から本格的に発
展した版画技術を活用して、この手法で制作された「木版本」（blockbook）と称される書物
が存在する。木版印刷の長所は、本文と挿絵を区別することなく彫るため、自由で複雑なレ
イアウトの絵入り本を印刷できることにあるが、しかしその一方で、1冊毎に新たに全ペー
ジ分の版木を彫らねばならず、効率が悪いことも事実である。実際西洋では、木版本は15

世紀後半から16世紀初めにかけてごく短期間制作されただけで長続きしなかった。
もうひとつの手法は、1文字毎に独立したひとつの活字を作り、それらを並べて、書物の

判型に応じて1ページあるいは複数ページ単位で組んで版をつくるやり方で、これが活版印
刷である。活字は、東洋では、金属製とともに鋳物製や木製のものもあるが、西洋では鉛か
ら鋳造された金属活字がほとんどであった。その長所は、言うまでもなく、書物毎に一から
新たな版木を彫る必要はなく、ストックしてある活字を組むことで版が作れ、印刷が終わっ
たらまたバラして再利用できる点にある。
慶應義塾図書館も所蔵している『百万塔陀羅尼』（770）は世界最古の印刷物とされる。し
かしこれは活字を用いた印刷ではない。活字を用いた印刷の最古の例は11世紀の中国北宋
のもので、活版印刷は13世紀には高麗にも伝わっていた。朝鮮から日本に伝わってくるのは、
文禄・慶長の役（1592・1597）の頃で、その後寛永年間（1624-44）までの数十年間にわたっ
て、朝鮮活字を手本として制作された優雅で美しい活字による、いわゆる「古活字版」の文
化が花開いた。それは、経典のように1文字ずつ独立した漢字で組まれた版に限らず、仮名
文字のもの、日本語固有の仮名混じりのくずし文字のものまで、実に多様である。
西洋では、ドイツ、マインツの金細工師ヨハン・グーテンベルクが1455年頃までに活版

印刷を発明すると、その技術は遍歴職人によって、ライン川流域のドイツ語圏都市からフラ
ンス、イタリアへと伝わり、15世紀のうちにヨーロッパ中に広まっていった。ラテン語に
せよギリシア語にせよ、アルファベットを用いる西洋の言語では、本文に用いられる文字の
種類は限られる。言語によっては様々なアクセント記号のついた文字が使用されており、慣
習上2つのアルファベットを続けて書く「連字」も存在するし、小文字と大文字の2種類が
必要なので、最終的には最低でも100種類程度の活字を鋳造することにはなるが、それでも
日本語に比べるとはるかに少ない。そうした言語では、本文は活字で組み、挿絵は版木や銅
版に彫って、一緒に印刷する手法が主流となった。15世紀後半から16世紀にかけて、パリ
やヴェネツィアに代表されるヨーロッパの主要都市では多くの出版者が活躍して、活字の改

全体解説
―東西活字文化の共演―
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良と革新に力を注いだのである。その活版印刷術は、イエズス会の宣教活動を通じて日本に
ももたらされ、天正19年（1591）に島原半島の加津佐でローマ字活字による印刷がなされ
たのを皮切りに、長崎や京都でも西洋式の活版印刷がなされる。この「キリシタン版」の誕
生で、東西の活字文化は日本で出会うことになったと言えるだろう。
「活字文化の真髄－日本の古活字版と西洋初期印刷本－」展では、15世紀後半から17世紀
前半にかけてヨーロッパと日本で刊行された、今日に至る出版文化史のなかでも最高水準の
活字本を展示し、初期の活版印刷における活字の変化と多様性に光を当てている。東西でほ
ぼ同じ時期に活字文化がひとつの黄金時代をむかえたことは興味深い事実だが、それが直接
の影響関係の結果であるとは考えにくい。遠い過去において何らかの接触があったとしても、
それぞれの文化圏が独自に活版印刷を完成させ、文字そのものの、そして印刷されたページ
の美しさを意識的に追求し、「もの」としての書物の質を高めていったと言えるだろう。

慶應義塾大学文学部教授
松 田　隆 美



和漢書



凡　例

・漢字表記は原則として新字体とした。
・資料の書誌的事項については原則として以下の順に記した。
　書名、巻数、著編者等、刊行者、刊行年、書型、冊数　請求記号
・書名は本文巻頭の内題によることを原則としたが、内題が無い場合は序題・跋題・外題・扉題・
尾題・見返し・奥書・目録等から適当とするものを採った。

・内部に一切適切な書名が無い場合は［　］に入れて、通称もしくは仮称を記した。
・巻数はアラビア数字に置き換えて記し、使用する欠の文字は、国書「欠」、漢籍「闕」で統一した。
・連続しない複数の在巻・欠巻巻数の記入、区切りかたは「・」を使った。全体の巻数が不明また
は在巻が非常に少ない場合は記入しなかった。

・著編者等は資料に見える人名を優先し、適宜『国書総目録』等を参照した。中国人の著編者の前
には、王朝名を附与した。

・著編者名は本名でとる事を原則とした。先秦の書物には著者名を省略した。日本人の場合は号で
とることを優先した。

・刊行年は、巻首・封面・序跋・刊記などにより記し、西暦を（　）で補記した。
・刊行年の表記は、常用漢字に直し、「元年」は「1年」、干支は調査して数字で記した。明示が無
い場合は推定年代を記した。日本以外の年号の前には王朝名を記した。

・装丁は袋綴以外の場合のみ記した。
・縦横寸法をミリ単位まで記した。
・末尾に解説者のイニシャル（T：髙橋智、K：小秋元段）を（　）に入れて記した。
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第1部　木版印刷と活字印刷
　―版木とその印刷物、活字の見本―

中国で印刷技術が生まれたのが唐時代（618–907）の頃と言われ、日本では遠く奈良・平安時代
にも遡る。しかし、それは遣唐使として日本から渡航帰国した学僧の将来目録などのわずかな資料
によってその事実を知ることができるのみであった。
天平宝字8年（764）、恵美押勝の乱が平定され、称徳天皇が国家鎮護を祈念して、770年に完成
した『百万塔陀羅尼』がわずかに遺るこの時代の印刷品である。20世紀になって敦煌で発見され
た『金剛般若波羅蜜経』（大英博物館蔵）は唐の咸通9年（868）の刊記を有し、年号の定かな最古
の印刷品として知られる。日本では、寛治2年（1088）の刊記を有する『成唯識論』（正倉院蔵）
が同じように定かな最古の印刷品とされている。
そして、印刷、この歴史と技術を考える時に、東洋でその原点となるのは、木片に字を刻んで紙

をかぶせる木版印刷術なのである。そもそも、古代中国で石や金属に字を刻んで文字を遺そうとし
ていた時に、複本の作製を求めてその拓本をとる技術が生まれ、紙の発明とともに進化したのが、
印刷の始まりであったとも考えられている。そしてその原板がいつか、木片を材料とし、木版と呼
ばれる版木が流通していったのである。版木に墨を塗り、そこに紙をのせて「ばれん」でこすり、
紙に写った文字や絵が複数部誕生することになる。これが木版印刷術と呼ばれるもので、最古の印
刷品もこの技術に依っていたであろうと推測される。
ところで、その木版印刷術と平行して行われてきたもう一つの印刷技術が、活字による印刷術、

即ち活版印刷術と言われるものである。版木は大きさも長さもまちまちだが、仮に1頁1枚の版木
で刷ると、100頁で100枚（両面用いても50枚）の版木が必要になる。何遍でも刷り増すことがで
きる半面、その厖大な版木の蓄積には大変な場所と保管能力が求められる。そこで発明されたのが、
版木ではなく、個々の文字を保管しその文字を組み合わせて1頁を作る方法であった。中国北宋の
慶暦年間（1041–1048）頃に畢昇という人が粘土を固めて文字を彫り、それを火で焼いて堅くした
もの（泥活字）を並べて頁を作り、印刷したと文献に記されている。しかし、その時代の活字も印
刷品も遺ってはいない。
活字の「活」は移動できる、まさに生きているという意味で、1個1個の文字が何遍も組み版ご
とに動くということである。これは版木に較べると保存場所も効率的で、版木をおこすたびごとに
刻字をするという手間が省けるという利点があった。中国ではその後、明時代の15世紀から16世
紀にかけて、盛んにこの活字印刷を行い、活字の材料も、木・金属・泥などさまざまであった。
勿論、活字印刷が発明されても、版木による木版印刷（活字印刷と区別して整版と呼ばれる）は

途切れることはなかった。活字印刷の難点は、1頁組み上げて印刷を終えると、その版は分解して
しまうことである。次第に、活字印刷は便利な印刷方法というよりは、贅沢な一種の嗜好品のよう
なものとして発展した。日本では、中世期、整版印刷は行われたが、活字印刷の技法は16世紀末、
西洋・朝鮮からの伝来を俟たねばならなかった。

 （T）
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木版印刷の版木とその印刷品、そして木活字
1．董文敏公画禅随筆4巻　明董其昌撰　清汪汝禄編　小田海僊校

天保11年（1840）刊（須原屋茂兵衛等）
版木：［133X＠126＠1～12］35枚　21.6×74.8cm、匡郭20.3×13.2cm
印本：［184＠62＠3］3冊　茶表紙　25×16cm

2．木活字：［133X＠118＠1］大きさ：約1cm四方　厚さ約5mm

この版木は中国明時代の董其昌が書の筆法と
作品を述べた論文である。清代に汪汝禄がまと
め編纂したものが輸入され、京都の画家小田海
僊が句読を付けて出版した。江戸の版元は須原
屋茂兵衛など当時の有力書店。書画家にとって
の好資料。版木が揃って遺っている例は珍しい。
厚さは約2cm。表裏に各2丁分を刻する。材質
は桜と思われる。この印本も初刷りである。こ

れを見ると、版木が欠けるのも初印時から存在
するようである。
一方、掲出の木活字は朝鮮李朝期の末に使用
されたものであると伝えられる。1文字1文字
の高さが一定しないから、並べて組み上がった
時に、凸凹が生じ墨色にムラが生じる道理がよ
くわかる。

 （T）

（1．版木全体）

（1．封面部分） （1．印本）
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（2．活字全体）

（2．活字拡大）



8

第2部　古活字版の誕生
　―中世博士家の学問と朝鮮版の影響―

日本に朝鮮から活字印刷術が伝わったのは、文禄・慶長の役（1592・1597）頃であった。中世期
は、仏教の各宗派が経典を印刷したり、とりわけ学力を増していた禅宗の学僧の勉学に寄与する漢
文典籍が京都・鎌倉の五山を中心とする大寺院で印刷されたりしていたが、それらはどれも木版印
刷によるもので、活字印刷ではなかった。そこに朝鮮から活字の技術が伝わって来たのを機にして、
1つの気運が勃興したのである。
そもそも日本が受容した漢文典籍（仏典を内典、儒学や歴史文学は外典と言う）はおおまかに3

種類に分けられる。中国から輸入した印刷本（唐本）、輸入した唐本を覆刻して使用したもの（旧
刊本）、輸入した唐本を校訂して写し取ったりするもの（古写本）である。学僧であっても学ぶべ
きであったのが儒教の経典（『四書五経』の類）であったが、それは写本が圧倒的に多かった。そ
の経典を握っていたのが博士家と言われる貴族階級で、室町時代には清原家が絶大な力を持ち、そ
のテキストである古写本は秘して公開するものではなかった。中世も終わり近くなると、学僧や武
家の抬頭が目覚ましくなり、博士家の威力も次第に衰落していく。伝家の秘本が世に現れざるを得
ない時代となっていった。とはいえ家の権威は守らねばならない。そこに遭遇した活字印刷術は、
時の文芸学術界に寄与する有志の動向と相まって、権威を保とうとする博士家の学問を優雅な形で
世に遺すことを可能にしたのである。ここに博士家は中世の学問とともに華々しい最後の花道をか
ざることとなった。こうした意味合いをもって誕生したこの時期の活字印刷品を近世中期以降の活
字版と区別して「古活字版」と呼ぶ。古活字版は、斬新な技術と博士家の由緒あるテキストに基づ
いていることとをあわせ貴重な価値を持つ。印刷部数も少なかったし、慶長・元和・寛永という数
十年間の短期間のみに行われた営為であったことも、その価値を高める要因となっている。まさに、
活字印刷の極み、真髄はここにあると言える。
古活字版は、活字の字体が優雅で美しいことが大きな特徴である。その源流は、朝鮮活字を模倣

したことにある。時代と様式を総合しても、朝鮮活字の影響が大きかったことは否めない。朝鮮で
は、印刷文化の進展とともに、活字印刷の技術が高度に発展した。中国の技術を学んでそれを越え
た、まさに出藍の誉れであった。高麗王朝（936–1391）の後期には金属を素材とした活字を発明、
印刷していたことが知られている。高麗活字と言われるものである。その後、朝鮮時代（1392–1910）
になると1403年の癸未字と言われるものから始まって、数十回にも亘って活字製造が行われ、木・
鉄・銅・陶などの材料で鋳字、印刷が繰り返されてきた歴史がある。
日本の古活字版に影響を与えた朝鮮活字は、16世紀末までに作られた活字が相当する。すなわち、
朝鮮世宗2年（1420）の庚子字やその18年（1436）の丙辰字と言われる活字がそれに相当すると言
われる。それらは中国の宋・元・明時代の由緒ある漢字の字体に基づいているから、美しく、権威
ある字体となっている。古活字版が活字印刷の真髄であるとする所以はここにもある。

 （T）



9

朝鮮活字
3．史記130巻　漢司馬遷撰　劉宋裴駰集解　唐司馬貞索隠　唐張守節正義

朝鮮前期刊　銅活字　明永楽20年（1422）鋳字跋
 23.0×19.0cm 34冊

［110X＠557＠34］

前漢の司馬遷（BC145頃 –BC86頃）が著し
た中国古代の歴史書。本書に注釈を加えたもの
に、劉宋・裴駰の『史記集解』、唐・司馬貞『史
記索隠』、唐張守節『史記正義』の三種が現存し、
本書はその三種を一書に纏めた三注合刻本。そ
の三注本の最古のものが南宋・紹熙―慶元年間
（12世紀末）の黄善夫・劉元起による刊本であ
る（国立歴史民族博物館蔵・国宝）。その後、
元代には至元 25年（1288）彭寅翁刊本が出た
が（義塾図書館所蔵57X＠52＠28）、以後16世

紀まで大陸では特記する出版は伝えられていな
い。そして、その間を埋めるものが、朝鮮によ
る銅活字即ち明永楽 20年（1422）庚子字と呼
ばれるもので印刷された本版なのである。朝鮮
古活字の鋳造では癸未字につぐ二番目に古いも
の。釈大通旧蔵。
丹表紙、四周双辺有界 11行 21字、匡郭内

22.7×14.8cm。朱墨訓点書き入れ、1420年卞季
良の鋳字跋あり。

 （T）

（3．秦本紀首）（3．卞季良の鋳字跋　下に大通の印記）
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儒教を重んじ、特に中国明時代と交流深かっ
た朝鮮の学界では明の学者の解説書が尊ばれ、
明の胡広等の編纂にかかる『詩経』の解釈全書
である本書は権威ある一書であった。1777年
の丁酉字と言われる活字による印刷。この活字
は1434年の甲寅字に基づいていると刊行跋が
ある。正祖の即位した年に15万字を鋳造した
と記す。後述の下村生蔵刊本の字体によく似
通っている。これをもって甲寅字を察するなら

ば、日本の古活字版が朝鮮活字の影響を強く承
けていることをうかがうことができる。
朝鮮伝来の茶色表紙、四周双辺有界10行18字、
匡郭内24.8×17cm、墨の朝鮮読方の書き入れ。
鋳字跋：国朝屢鋳銅字而世宗朝甲寅所鋳集其
大成歳久寖刓矣。英宗朝壬辰我殿下在春邱以甲
寅字為本使芸閣鋳十五万字□□是為壬辰字。即
位之元年復以甲寅字本鋳十五万字于関西蔵于内
閣是為丁酉字。内外閣所蔵三十万字。 （T）

朝鮮活字
4．詩伝大全20巻首1巻　明胡広等奉勅撰　朝鮮正祖1年（1777）刊　銅活字

34.2×21.4cm 10冊　
［175＠205＠10］

（4．鋳字跋） （4．巻1首）
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本版は後に述べる徳川家康の伏見版である。
兵法書『七書』（武経七書）のひとつ。戦国時
代には兵術書が必須とされたが、慶長11年に
三要（閑室元佶）が出版し、本書に見える博士
家清原秀賢（1575–1614）が訓読を与えたと言う。
「天師明経儒」の印記が見える。博士家が権威
を示し、その学問が武家階層に伝わっていく、
時代の流れをよくあらわしている。秀賢は『慶
長日件録』という日記で有名。古活字版と関わ

りが深く、後陽成天皇・後水尾天皇の侍読。舟
橋と号し、秀賢の代から舟橋家と名乗る。戸川
浜雄旧蔵
丹表紙、四周双辺有界8行17字、匡郭内21.5

×16.5cm、粗黒口双花魚尾、朱墨訓点書き入れ。
奥書「右一巻依紀州使君厳命令借与累代秘本
被遂黙訓者也　慶長丙午（11）孟冬下澣　吏部
郎中秀賢（清原秀賢の印）」

 （T）

博士家
5．呉子2巻　慶長11年（1606）刊　清原秀賢手跋　伏見版

28.4×20.5cm 1冊　
［110X＠338＠1］

（5．巻2末） （5．巻1首）
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第3部　戦国時代と古活字版
　―竹中重門・尾張徳川家・藤原惺窩―

古活字版が勢いを馳せた時代は、慶長・元和時代（1596–1624）であるが、慶長は20年、元和は
10年、まさに元和偃武（元和1年・1615）を迎えるまっただ中にあった。そしてこの頃は、前の項
目で述べたように、戦国時代の末期、武士が博士家や学僧から積極的に漢学を学ぼうとしていた時
代である。そこに、立派な活字で威風堂々と仕立てられた書物・古活字版が登場し、注文すること
ができたのであるから、当時の武士たちの経済力・学欲・権威などを見事に満たしてくれたと言え
るであろう。買い集めるだけではない。それらを読むにあたっては、訓読が必要である。その訓読
こそ、博士家の得意とするところ、その読みを博士家より伝授され、それが古活字版のなかにきれ
いに書き入れられているのであるから、見るにも、読むにも、権威を保つにも、それは理想的な書
物なのであった。刀も大切であるが、書物も同等に必需品となったのが、この戦国末期、武家と古
活字版の関係であったと言えよう。
先年、大河ドラマに登場した竹中半兵衛重治（1544–1579）は、黒田官兵衛（1546–1604）ととも
に軍師として豊臣秀吉（1537–1598）に仕えた戦国武士であった。子の竹中重門（1573–1631）もま
た、官兵衛の子長政（1568–1623）とともに戦国の一時代を画した武将であった。重門は秀吉の伝
記である『豊鑑』の作者でもあり、文武両道であったが、古活字版の旧蔵書が幾つも現存すること
や、その書き入れによって読書の軌跡も伺えることは、戦国武将のもう1つの姿を伝える貴重な資
料となっている。
徳川家康（1543–1616）は晩年、蒐書につとめ、朝鮮本・古活字版、そして、鎌倉時代以来の古学・

金沢文庫の所蔵本など多数の貴重文献を集めた。文禄・慶長の役以来、将来された貴重な朝鮮活字
版は家康の好学心を高め、後述の出版事業に結ばれていく。家康の没後、蔵書は御三家に分配され
るが、特に尾張の徳川義直（1601–1650）は若くしてこの頃の古活字版を多数買い集めていた。元
和2年（1616）家康から分与されたもの、更に自ら蒐集したものなどがあり、後に「御本」の印記
で知られる尾張藩の蔵書全体のなかでも貴重な部分を占める。威厳のある古活字版は当時の武家の
趣向をよくあらわしている。
家康のもとに多くの学僧や儒家が集ったことも、この当時、武家の力がどれほど学問に及んでい

たかを知る証左となる。林羅山（1583–1657）が家康に登用されて新たな漢学の時代を作ったが、
その羅山を推薦したのは藤原惺窩（1561–1619）であった。公家の出から相国寺の学僧となり、数
多の門弟を世に送った儒学の祖師は、それまでの古い儒学から朱子学を中心とする新しい時代を築
いていくが、この戦国時代から江戸時代にいたる時期、古活字版とも大いに関わっていたようであ
る。後に古活字版の出版に関わる角倉素庵（1571–1632）もその弟子であった。貴族文化の花道を
見届けて、新たな大衆文化の道を切り開いた人と言えよう。こうした人々の姿から、戦国時代と古
活字版の関わりの意義を見いだすことができるのである。

 （T）
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江戸時代、『四書集注』として、朱子学（宋・
朱熹の学問）による解釈の『論語』『孟子』『大
学』『中庸』が漢学の必須科目として流行したが、
江戸時代のテキストの先駆をなしたのが古活字
版『四書』で、中世博士家が最も力を注いだ書
物。その秘伝の博士家のテキストを公にしたの
が古活字版で、内容的な価値はすこぶる高い。
その刊行に関わった篤志家の主な人が、後述の

今関正運と下村生蔵。本版は慶長14年（1609）
頃刊行と思しき今関刊本。末尾の「正雲刊」は
後人の偽造。竹中重門の所持本（竹裏館文庫）。
訓点の書き入れが当時の真摯な読書を思わせ
る。後に小汀利得（1889–1972）の小汀文庫に入っ
た。
茶表紙、四周双辺有界 7行 17字、匡郭内 21

×15.2cm、粗黒口双黒魚尾、訓点書き入れ。（T）

竹中重門
6．大学1巻　宋朱熹章句　慶長年間刊　1冊

28.5×20.0cm 1冊　
［110X＠680＠1］

（6．巻頭） （6．序首）



14

『史記』が慶長年間、早々と数種類の版種を
出したのに対し、『漢書』『後漢書』はそれにや
や遅れ、元和寛永時代にそれぞれ1版だけ世に
出た。しかし、江戸時代初期、訓点本が流布す
る時には、『史記』『漢書』ともに新たなテキス
トが用いられたのに対し、『後漢書』はこの古
活字版が底本として用いられ、江戸時代を通じ
て『後漢書』講読の基礎となった。さらに古活
字版の底本は中国元時代大徳9年（1305）刊本で、

その価値は高い。尾張公の蒐書活動は尾張藩の
特色となったが、本書にも押す「御本」はその
しるしである。現在も尾張藩收藏の貴重な古活
字版は名古屋市蓬左文庫に保管されている。本
書は尾張藩が払った後に犬養毅が收藏した。
後補茶表紙、四周双辺有界9行17字、匡郭内

22.2×16.8cm、粗黒口双黒魚尾　朱墨訓点書き
入れ、寛永2年（1625）の識語、寛保4年（1744・
名古屋藩儒木下蘭皐）の識語がある。 （T）

尾張徳川家
7．後漢書90巻志30巻　劉宋范曄撰　唐李賢注　（志）晋司馬彪撰　梁劉昭注

　　　　　　　　 元和寛永年間刊　尾張藩旧蔵
27.4×20.5cm 50冊　
［111X＠1＠50］

（7．巻1首）（7．序首の印記（御本・払））
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『書経』は『尚書』とも称し、中国古代の史
実を記した『五経』のひとつ。『易経』や『春秋』
とともによく読まれた経典で、より古いテキス
トである『古文尚書』が古く日本に古写本で伝
わり、古活字版もこうしたテキストに依って、
漢の孔安国の注釈本と伝えられる『古文尚書』
が何度も活版の版を重ねている。しかし、宋時
代の新しい儒学は宋学といって新しい解釈学が
日本にも大きな影響を与えた。藤原惺窩はその
宋時代の新しいテキストを積極的に輸入して広

めた。本書は、惺窩が刊行に関わったとも考え
られる『書経』の宋時代の新しいテキストの古
活字版である。伝本は極めて少ない。後述の下
村生蔵の出版による活字と同類である。ここに、
古活字版が中世（漢学）と近世（宋学）の橋渡
しをする大きな意義を見て取れる。「冷泉府書」
「北肉」の印が惺窩だと言われる。
後補藍色表紙、四周双辺有界7行17字、匡郭

内21.5×16.5cm、粗黒口双花魚尾、朱墨書き入
れ。 （T）

藤原惺窩
8．書経　不分巻　慶長年間刊　藤原惺窩旧蔵

27.5×19.7cm 2冊　
［110X＠345＠2］

（8．序首）（8．巻頭）
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第4部　活字を作った人々と活字版
　―皇室・武家・寺院・有志家―

天正19年（1591）肥前の国加津佐でローマ字活字による印刷が初めて行われ、『サントスの御作
業の内抜書』が出版されて、いわゆるキリシタン版が登場し、ここに日本に於ける活字印刷が始ま
りを告げたのであるが、これとは別に朝鮮から渡来した活字印刷術は、皇室・幕府・公家・武家・
寺院・私人（医師や商人）と幅広い層に歓迎され、勢い藝林の活況を呼んだ。
古活字版事業の先駆をなしたのは無論朝廷にあり、後陽成天皇（在位1586–1611）は早く、文禄

2年（1593）『古文孝経』を活字印刷したが、それは現存しない。続いて慶長2年（1597）『錦繍段』、
同4年（1599）『四書（大学・中庸・論語・孟子）』『古文孝経』などを立派な木活字で印刷した。
これを「慶長勅版」と呼ぶ。文字は大きく本文のみの、注釈がない正文本で、権威を象徴するかの
ようである。次の後水尾天皇（1611–1629）は、先帝の偉業を継いで、元和7年（1621）に銅活字
を用いて『皇朝類苑』15冊を印刷した。百科全書の出版はさすがに皇室の事業と言える。
武家の抬頭は徳川家康に代表される。家康は前述の蒐書事業から出版事業に志を拡大、慶長4年

（1599）から11年（1606）まで京洛伏見で活字出版を行った。関ヶ原合戦の頃、既に文化事業に力
を注いでいた家康は足利学校の庠主（校長）三要（閑室元佶、1548–1612）に圓光寺と10万個の活
字を与えた。ここで慶長4年の『孔子家語』から11年の『七書』の出版を遂げた。これを「伏見版」
と呼ぶ。さらに家康は慶長12年（1607）駿府に退隠後、新たに銅活字を鋳造させ、中国で亡んだ
天子の為政書『群書治要』、仏典の総目『大蔵一覧集』を出版した。これを「駿河版」という。こ
こに監督したのは林羅山（1583–1657）と金地院崇伝（以心崇伝、1569–1633）。また、先年大河ド
ラマに登場した上杉家臣直江兼続（1560–1619）が京都要法寺で慶長12年に『文選』を活字印刷した。
武家・公家の活躍と京洛の寺院による古活字出版活動とは互いに密接な交流があった。
寺院では、要法寺（『法華経伝記』など）、本国寺（『仏祖歴代通載』など）、本能寺（『法華経伝記』

など）、北野経王堂において大蔵経の刊刻を立願した伊勢常明寺の宗存、宝珠院（『教誡新学比丘行
護律儀』など）、心蓮院（仁和寺の塔頭、『倭玉篇』）など多く知られている。そして、要法寺版に
出てくる「正運」、宝珠院版に見える「下村生蔵」などの出版人の活躍がこうした寺院と関係する
のかもしれない。京洛以外でも、比叡山（東塔月蔵坊『法華玄義科文』など叡山版と呼ばれる）、
高野山（『秘密曼荼羅十住心論』など）、やや降って寛永時代、天海（1536–1643）が発願した『天
海版一切経』などがある。そして次第に寺院の出版事業が書肆坊間の営利事業に席を譲っていくこ
ととなった。
また、那波活所（1595–1648）のように学者がよく校訂を完遂し良質の印刷を行った『白氏文集』

は、那波本として一定の価値を獲得している。角倉素庵（1571–1632）のような篤志家の業績も古
活字版の真髄と言える特色を持っている。そして、駿河版や宗存版といった活字の現物が今も伝わっ
ていることには驚きを禁じ得ない。

 （T）
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宋の江少虞が編纂した類書と呼ばれる百科事
典。総計28門に分かち、「祖宗聖訓」「君臣知遇」
に始まり、「忠孝節義」や「風俗雑誌」「神異幽
怪」など多方面に亘る治世に資すべき事跡を網
羅する。中国には不全の鈔本を幾つか存するの
みで、完全な刊本は本版のみで、しかも「宋紹
興23年（1153）麻沙書房印行」という底本の
刊記を遺す、由緒正しい伝本となっている。後
陽成天皇の「慶長勅版」（『四書』『古文孝経』
など）を承けて、後水尾天皇が元和7年（1621）

銅活字を以て本書を校訂出版せしめたのである
（「元和勅版」）。刊行の由来は末尾の南禅寺僧瑞
保の跋文（元和7年）に記される。この銅活字
は慶長 11年（1606）に家康が圓光寺の元佶に
命じて作らせ奉献したものとも言われる。沢田
一斎旧蔵（「奚疑斎蔵書」印記）
淡香色の鳥の子紙表紙、四周双辺無界13行

20字、匡郭内22.3×16.7cm、粗黒口双黒魚尾、
朱の書き入れ。

 （T）

後水尾天皇
9．新雕皇朝類苑78巻序目1巻　宋江少虞撰　元和7年（1621）刊　銅活字

28.0×21.1cm 15冊　
［110X＠40＠15］

（9．跋） （9．巻1首）
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家康が伏見で出版させた『七書』の古活字版。
次の『孫子』、前述の『呉子』、『尉繚子』『六韜』
『三略』『唐太宗李衛公問対』を併せて出版した
もの。慶長4年の『孔子家語』から始まって11

年掉尾を飾る兵書の集大成であったと言えよう。

『七書』は同種の活字を用いて2度出版され
ている。
丹表紙、四周双辺有界8行17字、匡郭内21.4

×15.5cm、粗黒口双花魚尾、朱墨訓点書き入れ。
 （T）

家康の伏見版
10．司馬法3巻　慶長11年（1606）刊　伏見版

28.2×20.7cm 1冊　
［110X＠38＠1］

（10．表紙）（10．首）
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前記と同様、『七書』のひとつ。こうした丹
表紙はこの時代を象徴するもの。これも清原家
の訓点が写されている。古活字版は字が大きく
読みやすい。そこに権威ある訓点が書き入れら
れてひとつの完結したテキストとして生きてく
る。古活字版は、江戸時代の訓点出版全盛を迎
える前の、中世の名残を持つ最後の訓点本で
あったと言えよう。「天師明経儒」（清原秀賢）

印、「残花書屋」（戸川浜雄）旧蔵。
版式等は同前。
奥書「右孫子者以当家秘本命筆者令加点者也
　慶長十一年良月上澣　吏部郎中　清原（花押）
（清原秀賢の印）」

 （T）

家康の伏見版
11．孫子3巻　慶長11年（1606）刊　伏見版

28.4×20.5cm 1冊　
［110X＠337＠1］

（11．表紙）
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（11．首）

（11．奥書）
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本書は唐の太宗（在位626–649）に仕えた魏
徴らが、治世に要する事例を諸書の中から選ん
で献納した書で、次の宋時代には亡んで伝わら
なくなった。日本には古くから伝わり平安時代
の写本も伝存している。こうした写本をもとに
家康は初めての出版を企図、京都から職人を集
め、駿府で成就した。しかし、生前には2ヶ月
ほど間に合わなかった。家康の遺志は紀州徳川

家に継がれ、後年、この銅活字で再び印刷、天
明5年（1785）には尾張徳川家が木版（整版）
で再版した。「島原秘蔵」「尚舎源忠房」「文庫」
の印記は島原藩主松平忠房。
藍色表紙、四周双辺有界 8行 17字、匡郭内

21×15.4cm、大黒口双花魚尾。木箱入り
 （T）

家康の駿河版
12．群書治要50巻　原闕巻4・13・20　唐魏徴等奉勅撰

元和2年（1616）刊　銅活字　駿河版
27.3×19.3cm 47冊　
［57X＠26＠47］

（12．箱全体）
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（12．巻33首）

（12．巻1首）
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直江兼続
13．増補六臣注文選60巻　存巻11

梁蕭統編　唐呂延済・劉良・張銑・呂向・李周翰并李善注
慶長12年（1607）要法寺刊　直江版

30.0×21.1cm 1冊　
［110X＠39＠1］

参考：増補六臣注文選60巻　存目録1巻　同　寛永2年（1625）刊
27.3×19.0cm 1冊　
［110X＠35＠1］

（13．巻11目）
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斯界に有名な直江版『文選』である。六臣と
は、『文選』即ち、梁の昭明太子蕭統（501–531）
が編纂した古代周から梁代に至るまでの詩文
に、注釈を加えた唐代六人の学者。658年に注
釈した李善（？–689）と、718年に注釈した呂
延濟・劉良・張銑・呂向・李周翰の5人を併せ
ていう。好学の誉れ高かった直江は、慶長5年
の関ヶ原合戦に敗れ、主君上杉家の減封に遭っ
た後に出版事業を手がけたところから、文武両
道の佳話として伝えられる。京都要法寺の活字
を用いている。要法寺は京都寺院でこの頃最も
出版活動が盛んであった。同寺の釈日性圓智に
よって印刷されたと言われる。なお、本版には、

巻末1葉だけ活字を組み替えた修本が存在する。
底本は直江所収の中国古刊本で、本書は名実と
もに評価が高い。高野辰之（国文学者）旧蔵。
四周双辺有界 10行 22字、匡郭内 24.7×17.5 

cm、粗黒口四魚尾（二は花魚尾）。

参考の一本は、直江版に基づいて、寛永2年
に活字を組み直して印刷したもの。「伊沢氏酌
源堂図書記」（伊沢蘭軒）、「多紀氏蔵書印」（医
家多紀氏）旧蔵。
青色表紙、四周単辺有界10行22字、匡郭内

23.5×17cm、粗黒口双花魚尾 （T）

（13．参考　巻11目） （13．参考　目首）

（参考）
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「第3部　戦国時代と古活字版」に述べた『大
学』と同時代に一世を風靡した古活字版『四書』
の1つ。『四書集注』（宋朱熹撰）が世に流通す
る土台となって武士の歓迎を受けたこの古活字
版はまさに時代を画した書物。下村生蔵が用い
た活字は柔らかく朝鮮前期の活字の風格によく
似ている。下村本は、校訂の優秀もさることな
がら、美的価値も追求したものだった。下村本
の『四書』は少ないながら『大学』は下記のも

のと台湾所在の二本のみ、『中庸』は本版と東
洋文庫の二本、『論語』は岩瀬文庫・宮内庁・
東京大学の三本、『孟子』は東洋文庫など九本
が現存している。竹中重門（竹裏館文庫）は幾
つも『四書』を所持していた。外題は自筆か。
茶色表紙、四周双辺有界 7行 17字、匡郭内

21.8×16cm、版心白口双花魚尾、末尾に「下村
生蔵刊」とあり、朱墨の訓点書き入れあり。

 （T）

下村生蔵
14．中庸1巻　宋朱熹章句　慶長年間下村生蔵刊　竹中重門旧蔵

25.8×19.3cm 1冊　
［110X＠115＠1］

（14．末） （14．首）
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『中庸』とワンセットの下村生蔵刊本。版式
その他全て『中庸』と同様。また、同じく竹中
重門所持本であり、表紙の外題や書き入れも『中
庸』と一具のものである。これらの書き入れは
竹中重門自らの手になるものかも知れない。

下村本『大学』はもう一本が台湾故宮博物院
に所蔵されるが、国内では本書が現存するのみ。
「慶長刊大学中庸章句の研究」（『斯道文庫論集』
32）を参照。

 （T）

下村生蔵
15．大学1巻　宋朱熹章句　慶長年間下村生蔵刊　竹中重門旧蔵

26.0×19.4cm 1冊　
［110X＠432＠1］

（15．序首） （15．表紙）
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『孟子』は『論語』と並んで儒学書の代表だが、
日本では『論語』ほどには流行しなかった。や
や革新的な思想があるとして、大陸からの『孟
子』を載せた船は沈むという伝説も遺る。それ
でも古写本の現存は南北朝時代まで遡る。理路
整然とした『孟子』の文章は博士家の重んじる
ところで、清原宣賢（1475–1550）の手写本は
現存の『孟子』の中で最も優れている。その博
士家本をもとに、中国宋時代（960–1127）の刊
本を輸入して比較した最良のテキストと言える

のが古活字版『孟子』。5種類の活字で印刷さ
れた版種があり、うち、本版の活字印刷が最も
多く、異植字版が多い。今関正運は古活字の出
版家として名を馳せるがその伝は未詳。「古活
字版趙注孟子校記」（『斯道文庫論集』28）参照。
縹色表紙、四周双辺有界 7行 17字、匡郭内

21.1×15cm、版心粗黒口双黒魚尾、清原家の訓
点を移写する。

 （T）

今関正運
16．孟子14巻　漢趙岐注　慶長年間今関正運刊

26.8×19.4cm 5冊　
［110X＠306＠5］

（16．巻14末） （16．巻1首）
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嵯峨本は近世初頭の豪商、角倉素庵の嵯峨の
印刷工房で制作されたと考えられる刊行物の総
称である。『伊勢物語』をはじめ国書が多数を
占め、雲母刷の美麗な装訂をもつ本が多い。嵯
峨本観世流謡本には装訂を異にする多数の版種
が存在する。それらはもとは100曲で1セット
のものであった。最初の刊行は慶長10年頃と
考えられている（江島伊兵衛・表章『図説光悦
謡本解説』）。展示の『俊寛』は「色替本」と称
されるもので、料紙に紅・薄紅・青・黄の染紙
を用い、緑の絹糸で綴じている。表紙は紫色地

に雲母刷の乱れ藤と藤房文様である。『大会』
は最も豪華な装訂の「特製本」で、水色地に雲
母刷メヒシバ文様表紙に、薄紅地にメヒシバ、
波、梅の立枝の雲母刷文様の料紙をもち、赤の
絹糸で綴じている。嵯峨本の書体は本阿弥光悦
の手によるとされ、「光悦本」とも総称されて
きたが、近年の研究では素庵の書風に近いこと
が明らかにされつつある（林進「角倉素庵の書
跡と嵯峨本」『日本文化の諸相』所収）。
無辺無界7行13字、印面高さ約19.0cm。
 （K）

嵯峨本
17．［嵯峨本観世流謡本］俊寛　慶長年間刊

23.8×18.0cm　綴葉装　1帖　
［110X＠10＠2］

18．同　大会　慶長年間刊
24.0×18.0cm　綴葉装　1帖　

［110X＠10＠1］

（17．首） （17．表紙）
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（18．末） （18．表紙）

（17．本文）
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中国古代の歴史を記した『春秋』は、晋の杜
預の注釈本がテキストの基本で、日本でも古く
から読まれ『左伝』の名で親しまれる。古写本
や南北朝時代の五山版を除けば、中世以来、日
本で作られたテキストは少ない。古活字版から、
一気に伝本が増え始める。慶長・元和・寛永時
代を通じて、天台宗教書の活字出版が盛んで
あった叡山では、外典について前述の清原秀賢

（博士家）の指導を仰ぎ、東塔月蔵坊に於いて、
『毛詩』（詩経）と『左伝』を出版したことが知
られる。これを叡山版と呼ぶ。この『左伝』に
は活字を組み替えて再版印刷した異植字版が存
在する。整然とした字体が特徴である。
栗皮表紙、四周双辺有界 8行 17字、匡郭内

20.2×17.5cm、大黒口双花魚尾。墨訓点書き入れ。
 （T）

比叡山
19．春秋経伝集解30巻　存巻11・12・25・26　晋杜預撰　慶長年間刊　叡山版

28.1×20.6cm 2冊　
［175＠109＠2］

（19．巻12首） （19．巻11首）
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京都の寺院で出版された元和年間頃の仏典で
著名な宗存版と呼ばれるもの。伊勢の常明寺の
僧宗存は伊勢神宮への『大蔵経』奉献を企図し、
京都北野経王堂で活字印刷による出版を行っ
た。宗存は天台宗の僧であったから、叡山によ
る活字出版に刺激されたとも言われ、慶長18

年（1613）に『大藏目録』を出して以来、寛永
の初年まで『大蔵経』の一部やその他仏書を数
十種類出版したことが知られる。
帖仕立、黄染楮紙、単辺無界、毎半折4行、
匡郭内高さ約20.9cm、朱の書き入れ

 （T）

宗存版
20．仏説大荒神施與福徳円満陀羅尼経1巻　旧題唐釈不空訳　元和6年（1620）宗存刊

26.5×8.6cm 1帖　
［110X＠30＠1］

（20．首）（20．末）
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天海（1536–1643）が徳川家光の後援を得て
寛永年間に、『大蔵経』の出版を発願、寛永14

年（1637）から慶安1年（1648）にかけて、木
活字や木版で出版した。『天海版一切経』と言
われる。その用いた活字は今も寛永寺に遺る。
完本は寛永寺や仁和寺などに現存する。

江戸時代初期の江戸に於ける古活字版の大き
な成果であった。ここから徐々に江戸の出版事
業も京・大坂に並ぶものに発展していく。表紙
に「天海蔵」と墨書。
褐色表紙　毎半折6行17字、単辺無界、高さ

約22cm、24行2折で1張。
 （T）

天海版
21．大般涅槃経40巻　存巻25　北涼釈曇無讖訳　江戸初期刊　天海版

29.0×10.2cm 1帖　
［110X＠20＠1］

（21．巻首） （21．表紙）
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本書は京都青蓮院の旧蔵書（「青蓮王府」印記）
で、仏書の出版について、慶長時代頃盛んに行
われた各寺院自らの出版から、次第に書肆の活
字出版も行われるようになり、有力寺院もそう
した町版を購入收藏する時勢となっていった。
町版（坊刻本）は本書のように無刊記本が多い。

従って寺院出版との区別も難しい。こうした町
版は需要とともに、木版（整版）印刷の併用へ
と移行していくのである。
栗皮表紙、四周双辺有界 8行 18字、匡郭内

22.3×15.8cm、粗黒口双花魚尾、墨訓点書き入
れ （T）

坊刻本
22．法華天台文句輔正記10巻　唐釈道暹撰　元和寛永年間刊

28.5×19.7cm 10冊　
［41＠3＠10］

（22．巻1首）（22．巻5の印（青蓮王府）拡大）
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中唐の詩人白居易（白楽天・772–846）の詩
文集。洗練された平易な表現とそのなだらかな
詩風は誰しもが魅了される世界である。『枕草
子』にも「ふみは文集、文選」とある如く、日
本でも古くから愛読された。元和4年に那波活
所（1595–1648）が木活字で白氏文集を出版し
て白詩の流布に貢献したが、本書の本邦に於け
る初の出版が古活字版であることの意義は大き
い。また、原本の真意を求めて、宋版やそれ以
前の古写本を用いて原姿を求める研究がこれほ

ど熱い詩集も稀有である。本書に満紙書き入れ
られた新見茅山（正路・1791–1848、大坂町奉行、
「賜蘆文庫」の印記）の諸本による校勘はその
一端を物語る。活所は藤原惺窩の門で、字は道
圓。本版は、朝鮮版に基づくとされ、テキスト
の価値は非常に高い。島田翰（1879–1915）の
旧蔵。
四周双辺有界 9行 16字、匡郭内 22.8×16.3 

cm。大黒口双花魚尾
 （T）

那波活所
23．白氏文集71巻　唐白居易撰　元和4年（1618）那波活所刊

28.7×19.6cm 30冊　
［110X＠430＠30］

（23．跋） （23．序首）
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第5部　古活字版の版種
　―古活字版の終焉―

活字版は1頁を組み、刷り終わったらその1頁は解体してしまうので、同じものは2度と刷れない。
そして各頁50枚と決めたら50部の本ができあがる。そこで幾つかの複雑な状況が生じてくる。最初、
試し刷りをしたら誤植が見つかったので、まだ組版は解体していないから活字を植え直して刷り直
そう。あるいは10枚刷っているうちに誤植を見つけることもあろう。印刷途中で部分的に字の植
え替えを行う。すると製本時には、直す前の刷り頁も節約して使うので、同じ版なのに部分的に字
が違う伝本が存在することになる。これを「修」「修本」と言う。時には直す前の刷り頁の誤植の
字を切り取って、正しい字を刷った小紙を貼りつけているものもある。

1度刷り終えて全て完了して注文に応じたところ、更に需要があったので、同じ工房で同じ職人が、
同じ枠組・活字を使ってもう1度、全頁を組み直し同じ本を印刷することがある。版木であればす
ぐ増刷できるが活字はそういかない。すると同種類の活字を使った異版ができあがる。今となって
較べてみると、どちらが先に組んだものかを見極めるのは困難である。こうした異版を「異植字版」
と呼んで「修本」と区別する。
この「修」と「異植字版」は、原本を丁寧に較べないと見誤る。最初の1頁は、試し刷りの余乗

分を使用したりすることが多いので、全く同版の二本が最初の1頁だけ異版となっていることもあ
る。初頁だけ較べて「異植字版」と判断してしまうことは危険である。「異植字版」があるとない
とでは、それだけ需要の多寡が推し量られる証左となるので、軽んじることはできない。
そして、更に需要があるものについては、幾つかの工房が異なった活字を用いて出版を繰り返す。

版種が生じてくる。例えば、『五経』の一として古くから読まれた『春秋左氏伝』は2種類の版が
知られ、その組み版の版式から粗黒口双花魚尾本と大黒口双花魚尾本に分かれる。更に大黒口本は、
前記のような異植字版が存在し、3種類に分かれる。川瀬一馬『古活字版之研究』はこれを第一種本・
第二種本と名付け、第二種本のなかに3種の異植字版ありとしている。『史記』には、半頁の行数
が8行のものと9行のものがあり、同じ8行本にも行間の罫線があるもの（有界）と無いもの（無界）
が伝わる。
こうした判別をしていくとおおよその古活字版の実態が鮮明になってくるが、漢籍を例にとって

書名の数を見ても100種を越え、そこに版種・異植字版の数を加えると数百にも及ぶ出版が行われ
ていたと知れる。仮名文字（国書）も含めれば、それは厖大。近世初期の僅かな期間にこれだけの
校訂・組み版・印刷・製本・書き入れが行われたことを考えると、慶長時代の古活字版文化が如何
に中世と近世を繋ぐ役割を果たしたかがうかがわれる。漢籍の古活字版文化は、日本の漢字文化の
真髄であったと言えるのではないだろうか。
そして、こうした真髄を含みながら、古活字版は華々しく登場し、さまざまな問題を抱えて、い
よいよと高まる読者層の拡大の波に押されて終焉を迎え、江戸時代の大量生産に便利な木版印刷（整
版）へと進化していくのである。

 （T）
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『春秋経伝集解』のように需要の多い本は別
種の活字で出版されている。自ずと出版者も異
なるが、同じ活字群を用いて組み替えるものが
異植字版、全く違う活字で出版するのは別版と
呼ぶ。15冊揃いの本版はやや勢いのいい活字
を用いている。活字の刷りもかすれているとこ
ろから、時代も早く、多く使われたものと考え
られる。伝本の1つに慶長17年（1612）の墨書
識語があることから、慶長17年以前刊本と呼

ばれている。叡山版のもう一本と較べると、活
字の違いが明瞭である。松花堂昭乗（1582–1639）
旧蔵。また、江戸後期の校勘学者、吉田篁墩
（1745–1798）・塩田屯（福山藩医）の自筆の書
き入れが多数ある。古活字版の蒐集で有名な高
木利太の高木文庫旧蔵
四周双辺有界 8行 17字、匡郭内 21.3×16.5 

cm、粗黒口双花魚尾、朱墨書き入れ。
 （T）

春秋の異版
24．春秋経伝集解30巻　晋杜預撰　慶長年間刊

28.5×19.4cm 15冊　
［110X＠259＠15］

25．同　慶長年間刊　存巻11・12・25・26　叡山版
28.1×20.6cm 2冊　
［175＠109＠2］

（24．巻1首）
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（24．巻25首）

（25．巻25首）
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『礼記』は『五経』の一つであるが、他経に
較べて古写本や古刊本は特に少ない。古活字版
も或いは同種類の活字かと思える版が2種類存
する。従って版種の調査は容易であるが、冊数
の量が多いだけに残本で伝わると、何れの版か
を定めがたい。また、部分的な修が存在する伝
本も多く予想される。版式も両版ともに四周双
辺、有界8行18字、匡郭内22.5×16.8（展示番
号27は22.8×16.8）cm、大黒口双黒魚尾と同じ

である。
後者（左）は、「東」「舟橋蔵書」「天師明経儒」
などの印記があり、博士家清原家伝来のもので
ある。「家君依御命以家本一校了　文政十年六
月十五日　従三位大博士清原在賢」と墨の識語
があり、清家に伝わる伝本の訓点を写し取った
ものである。これも高木利太（塾員）旧蔵。
前者の書き入れも後者とほぼ同じで、博士家
系統であろう。大島雅太郎（塾員）旧蔵。 （T）

礼記の異版
26．礼記20巻　漢鄭玄注　慶長年間刊

27.5×19.7cm 5冊　
［110X＠162＠5］

27．同　存巻1・2
29.4×20.8cm 1冊　
［110X＠114＠1］

（27．巻1首） （26．巻1首）
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第6部　平仮名・片仮名の古活字版
　―美しさを求めて―

古活字版の流行は仏書や漢籍だけでなく、これまでほとんど出版の対象とされることのなかった
国書の刊行をも促した。当初は『日本書紀神代巻』『職源抄』『元亨釈書』（いずれも慶長4年（1599）
刊）など、漢文体のものが出版されたが、やがて平仮名・片仮名の活字を使用した古活字版も現れ
る。なかでも平仮名活字版の普及にあたっては、京都西郊の嵯峨の地に印刷工房を構えた角倉素庵
（1571–1632）の存在が大きかった。
素庵は豪商角倉了以（1554–1614）の子で、南蛮交易、河川の開鑿に取り組む一方、儒者・能書
家としても知られていた。素庵は慶長8年（1603）以前に嵯峨で『史記』を刊行している。現在、
素庵の刊行した『史記』は30点以上が国内外に伝存しているが、そのうちのいくつかの本に、原
装の「表紙裏張」に平仮名古活字版の反古が用いられている（「表紙裏張」とは、表紙に厚みをも
たせるため裏面に貼り重ねる紙のことで、試し刷りや残部、不要となった書状などが利用された。
当時の出版文化を知るための、貴重な資料である）。それらは謡本や舞の本、そして『徒然草』（嵯
峨本『徒然草』と呼ばれるもの）を印刷した反古紙である。こうした資料の存在から、慶長8年以
前に素庵の工房で、平仮名古活字版が刊行されていたことが知られる。
これらの活字の書体は、御家流風の穏当なものや、素庵の書風を強調したものなど、複数のもの

が用いられている。これらは素庵の工房における、いわば助走段階に生まれた平仮名古活字版で、
やがて慶長10年（1605）頃の「観世流謡本」や慶長13年（1608）の『伊勢物語』が刊行されるに
及び、「嵯峨本」の完成を見る。「嵯峨本」とは、素庵の書風をより洗練させて規格化し、表紙や料
紙に染紙を用いて美麗な雲母刷文様を施し、美術品としての側面を追求した本の総称である。
もちろん、平仮名を用いた古活字版はこうした美装本ばかりではなかった。慶長9年（1604）刊

行の『徒然草寿命院抄』は漢字・片仮名・平仮名を交える古活字版である。当初は底本の表記を尊
重し、和歌等の引用には平仮名を用いていたが、上冊第6丁で断念。以後は漢字・片仮名のみが用
いられる。また、慶長10年（1605）跋刊の『吾妻鏡』では、書状や和歌の引用に際して、片仮名・
平仮名を用いる。その印面は古拙な印象を与えるものだが、このあと平仮名・片仮名を用いた国書
は急速に出版点数を伸ばしてゆき、その印面も流麗で読みやすいものとなってゆく（後掲の『徒然
草』などがその一例）。
平仮名活字の最大の特徴は、仮名の連綿、「し」や踊り字などの縦長の文字を印出するために、2

字分、3字分、あるいは4字分以上が一体となった連彫活字が存在するところにある。これにより
肉筆が再現されたかのような印面を生みだすことが可能となった。ただ、それは美的なものの追求
の結果というより、平仮名は連綿体で表記されていた方が読みやすかったという現実的な理由にも
よっている。こうして朝鮮由来の活字印刷技術は、日本独自の工夫が加えられ、新たな展開を見せ
ることになったのである。

 （K）
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京都の医師、五十川了庵（1573–1661、冨春
堂と号す）が徳川家康（1543–1616）の命を受
けて刊行した、広義の伏見版である。『吾妻鏡』
は鎌倉幕府の歴史書で、家康はこれに強い関心
を抱いていた。『吾妻鏡』は変体漢文を基調と
しており、書状や和歌の引用箇所には片仮名・
平仮名も交える。本版は漢字のほか、片仮名・
平仮名活字も使用するが、初期の活字版として
字体や組版にたどたどしさを感じさせる。この
あと刊行される〔慶長元和間〕刊本に至り、整

然とした版面を有するようになる。展示した5

冊本は原装表紙に、原題簽を備える。原題簽を
とどめる伏見版『吾妻鏡』は極めて貴重である。
展示番号 28：後補刷毛目文様表紙、四周双

辺有界 12行 20字、匡郭内 22.6×17.2cm、版心
粗黒口双花口魚尾。
展示番号29：原装香色空押雷文繋牡丹唐草
文様表紙。

 （K）

漢字・片仮名・平仮名混用の古活字版
28 ．新刊吾妻鏡　52巻（巻45原欠）　慶長10年（1605）跋　冨春堂刊　伏見版
（巻1・2・21・34・35補写、附［寛文8年］整版『東鏡脱漏』1巻）

26.0×19.6cm 52冊　
［179＠74＠52］

29．同　存巻4・5・10–12
27.6×20.4cm 5冊　
［110X＠34＠5］

（29．巻4表紙）（29．巻4第1丁裏）
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『徒然草』は中世末期から近世初頭になって、
その存在が注目されるようになった。『徒然草
寿命院抄』は京都の医師、寿命院秦宗巴（1550–

1607）によって著された『徒然草』初の注釈書
である。語彙の注釈、典拠の引用を丹念に行い、
その学問的価値は高い。本書では大型の漢字・
片仮名の活字で版が組まれており、上冊第6丁
までは平仮名活字も使用されている。やや稚拙
な趣きを残す印面が印象的だ。『徒然草寿命院
抄』の古活字版は本版のほか、無刊記のものが
7種存在する。慶長9年版の開版者「如庵宗乾」
は近年の研究で、北村季吟などに『源氏物語』

の講釈を行った箕形如庵であることが明らかと
なった（宮川真弥「伝北村季吟筆『源語秘訣』
と箕形如庵宗乾」『語文』104）。なお、本書は
近世初頭の儒者菅得庵（1581–1628）の子、由
益（？–1695）の旧蔵書で、書き入れが多数施
されている。
焦茶色空押雷文繋蓮華唐草文様表紙、四周単
辺無界 10行 20～25字不等、匡郭内 24.6×17.8 

cm、版心四魚尾、巻末、也足叟素然（中院通勝）
の奥書につづき、「慶長九暦閼逢執徐姑洗良辰
/日東　洛陽　如庵宗乾刊行」。

 （K）

漢字・片仮名・平仮名混用の古活字版
30．［徒然草寿命院抄］慶長9年（1604）如庵宗乾刊

29.0×21.1cm 2冊　
［102＠37＠2］

（30．第1冊首）
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（30．第2冊巻末）

（30．第1冊　系図）（30．第2冊首）
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古活字によって『徒然草』が刊行されると、
その人気はすぐに広まった。川瀬一馬『増補古
活字版之研究』によると、『徒然草』の古活字
版は全部で19もの版種があるという。本書と
同じ11行に組んだ古活字版だけでも、①慶長
中刊本イ種、②同ロ種、③慶長元和中刊本イ種、
④同ロ種、⑤元和寛永中刊本、⑥同異植字版、
の6種の存在が指摘されている。本書は東洋文
庫蔵本、大阪府立中之島図書館蔵本等と同じ①

慶長中刊本イ種にあたる。東洋文庫蔵本は上
冊・下冊が同種ながら別伝来した本の取合本で、
その下冊がもともと本書と一体のものであっ
た。なお、『増補古活字版之研究』では久原文
庫本を慶長中刊本イ種に認定し、図版も掲げる
が、上記6種のいずれにも該当しない、新たに
種別する必要のある本である。
新補水色表紙、無辺無界、11行19～20字不等、
印面高さ約23.0cm。 （K）

平仮名の古活字版
31．徒然草　存巻上　［慶長年間］刊

26.9×20.4cm 1冊　
［1002＠9＠1］

（31．巻末） （31．巻首）
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『拾芥抄』は南北朝時代頃に成立した百科全
書である。洞院公賢編、同実煕増補とする説、
公賢が原撰本を増補したとする説などがある。
歳事、歴史、文学、音楽、官位、年中行事、宮
城、地理、仏教、陰陽道、医学等の部門に分け、
さまざまな知識を網羅している。古活字版には
双辺本と、これの異植字版（同じ活字を用いた
別版）とされる単辺本がある。上・中・下の3

巻のうちをそれぞれ本・末に分かち、内題は「略
要抄上本」「拾芥上末」「拾芥抄中末」等とあっ
て、一定していない。巻中・末の末尾に大内裏、
内裏、平安京、日本国等の図を載せるが、こち
らは整版で印刷したものである。
栗皮表紙、四周双辺無界11行19字、匡郭内

21.6×16.6cm、版心粗黒口双花口魚尾。
 （K）

絵図入りの古活字版
32.　拾芥抄　3巻　［慶長年間］刊

26.7×20.5cm 3冊　
［110X＠36＠3］

（32．巻1・本 首）（32．巻2・末 地図）
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川瀬一馬「駿河御譲本の研究」（『書誌学』3巻4号、1934年）
川瀬一馬『古活字版之研究』（安田文庫、1937年）
阿部隆一『慶應義塾図書館蔵和漢書善本解題』（慶應義塾図書館、1958年）
髙橋智「古活字版趙注孟子校記」（『斯道文庫論集』28輯、1993年）
森上修「初期古活字版の印行者について―嵯峨の角倉（吉田）素庵をめぐって―」（『ビブリア』

100号、1993年）
髙橋智「慶長刊論語集解の研究」（『斯道文庫論集』30・31輯、1996・1997年）
髙橋智「慶長刊大学中庸章句の研究」（『斯道文庫論集』32輯、1998年）
安野博之「慶長勅版の刊行について―慶長四年刊本を中心に―」（『三田国文』32号、2000年）
小秋元段『太平記と古活字版の時代』（新典社、2006年）
『慶應義塾図書館和漢貴重書目録』（慶應義塾図書館、2009年）
高木浩明『中院通勝真筆本『つれゝ私抄』：本文と校異』（新典社、2012年）
小秋元段「『徒然草寿命院抄』写本考」（『これからの国文学研究のために』笠間書院、2014年）
小秋元段「『吾妻鏡』刊本小考」（『いくさと物語の中世』汲古書院、2015年）

和漢書参考文献



48

古活字版黎明期の知識人の 
ネットワークと出版

法政大学文学部教授
小秋元　段

古活字版の黎明期である中世の最末期から近
世初頭にかけては、学問に携わる階層が多様化
する時代であった。貴族や僧侶、武士だけでな
く、医者、儒者、連歌師、商人など、民間出身
の知識人も多く現れ、彼らは講義の場を同じく
したり、書物を貸し借りしたりと、渾然一体と
なって学問上の交流を深めていたのである。
そのなかで、第6部「平仮名・片仮名の古活
字版―美しさを求めて―」でも触れた角倉素庵
（本姓吉田、1571–1632）は、京都の町衆の代表
者に相応しく、知識人のネットワークの中心に
いた。素庵は藤原惺窩（1561–1619）に学んだ
当代一流の学者であっただけでなく、彼の周囲
には多くの知識人が集まっていた。その一つの
要因は角倉氏が元来、土倉とともに医学を家業
とし、多くの儒者・医者がその姻戚・門下に連
なっていたためである。『新刊吾妻鏡』の刊行
を担った五十川了庵（1573–1661）、『徒然草寿
命院抄』の著者、寿命院宗巴（1550–1607）は
その典型的な人物である。
五十川了庵は素庵の叔父、吉田宗恂（1558–

1610）の門下の医者で、宗恂の姪を妻としてい
た。素庵文化圏にとって最も緊密な一員で、了
庵が慶長 7年・8年（1602・03）の二度にわた
り『太平記』を刊行したことも、嵯峨の工房の
活動に触発されるところがあったに違いない。
その一方で、了庵は養父が医師の盛方院浄慶
（1554–1614）で、浄慶の母の兄弟には当時の大
収書家として知られる梵舜（1553–1632）がいた。
了庵が刊行した『太平記』の本文は、この梵舜
の所持本（尊経閣文庫現蔵）を校訂したもので
あることが明らかで、慶長7年版・8年版の『太

平記』は底本の入手から、開版にあたっての本
文校訂、刊行を可能とした背景までのあらかた
を窺い見ることのできる、稀有な事例となって
いる。
了庵はその後、徳川家康（1543–1616）の命

を受け、『吾妻鏡』を刊行する。その印面は慶
長前半の民間における古活字版らしく、古拙な
趣を残している。特に、書状や和歌の引用の際
に用いられた平仮名活字の字体・組版には不自
然さすら感じさせる。『吾妻鏡』にはこのあと〔慶
長元和間〕刊本、〔元和間〕刊本の2種類の古
活字版が存在する。このうち、〔慶長元和間〕
刊本は漢字部・仮名部ともに堂々とした印面を
有しており、なかでも平仮名活字の書体は、嵯
峨本『史記』裏張に見られる舞の本や「観世流
謡本」特製本（展示番号18）などに見られる
素庵風のものとなっている。このことは『吾妻
鏡』が了庵の手で刊行されたあと、嵯峨の工房
の主導によって改めて開版されたことを物語る
のではないか。
一方、寿命院宗巴は丹波国の武将、秦善秀の
子であるが、京に出て素庵の祖父、吉田宗桂
（1512–1572）に医を学び、素庵の姉妹にあたる
女性を妻としている。宗巴本人が古活字版を刊
行したという明証は存在しない。だが、慶長3

年（1598）に吉田宗恂が『大学』『中庸』『孟子』
の古活字版を開版した際、これを仲介して山科
言経（1543–1611）に売却した記録が残ってい
ることからすると（『言経卿記』4月22日・5月
13日条）、宗巴も古活字版刊行の世界とは無縁
でなかったと推測される。
宗巴の『徒然草寿命院抄』はこの時期の古典
研究の精華といってよい。初学者に向けて平易
な語句に注も施すが、和漢仏の書籍を博捜して
典拠や解釈を示してもいる。そうした宗巴の研
究を支えたのは当時の知識人たちであった。先
述の山科言経はしばしば宗巴の求めに応じて
『徒然草』の不審に答えているし（『言経卿記』
慶長3年2月11日条ほか）、京都の日蓮宗要法
寺の日性（1554–1614）も宗巴に教示を与えた

第6部に寄せて
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といわれている（『なぐさみ草』）。そして、宗
巴の最もよき伴走者であったのが、当代随一の
古典学者、中院通勝（1556–1610）である。『徒
然草寿命院抄』は古活字版として開版される以
前、通勝の手に渡り、通勝によって逐次、推敲
が行われていった。現在、国内にはその過程を
とどめる写本が通勝の真筆本（京都府立総合資
料館蔵）を含め、9本現存している（さらに通
勝に献呈される以前の、宗巴のもとでの草稿本
の系譜を引く一本が鶴見大学図書館に所蔵され
る）。これら写本のほとんどとすべての古活字
版は、慶長6年（1601）の也足叟素然（通勝の
号と法名）の奥書を有している。『徒然草寿命
院抄』はまさに通勝のお墨付きを得て流布した
書といってよいのだ。
古活字版刊行の文化圏に、こうした通勝のよ

うな高位の貴族がいたことは興味深い。このほ
か通勝は、慶長 13年（1608）より複数刊行さ
れる嵯峨本『伊勢物語』、同14年（1609）に刊
行された『伊勢物語聞書（肖聞抄）』に刊語を
与えている。また、慶長年間の刊と考えられる
『平家物語』の一本（中院本）の巻末には、通
勝が諸家の正本を集め校合を行ったという一文
が刻されている。このように通勝は古典の出版

に際し、その本文を校訂し、提供する役割を積
極的に担っていた。こうした行動は朝廷を代表
する儒者、舟橋秀賢（本姓清原。1575–1614）
にも共通して認められる。秀賢は比叡山が『毛
詩』を刊行するにあたり、家蔵本を校訂用に提
供している（『慶長日件録』慶長9年3月28日条）。
また、慶長 7年（1602）刊『古文孝経』、同 13

年（1608）刊『職源抄』（中原職忠刊）も、刊
語に記された秀賢の言葉より、その底本が自家
の本であったことが知られるのである。
本来、貴族たちは家に伝来した本を濫りに広
めることはしなかった。そうした伝統を考えれ
ば、これは画期的な方向転換だったといえる。
だが、もともと活字による印刷・出版を日本で
初めて行ったのは後陽成天皇で、当時の廷臣た
ちもこの事業に従った。つまり、彼らこそが古
活字版の先覚者で、出版による書物の複製に精
通し、なじみを有していたのである。加えて、
活字出版の世界に新たに参入した京都の町衆
は、こうした貴族たちと日常的なつきあいを
もっていた。貴族たちが秘蔵する貴重な本が出
版に供され、良質な本文をもつ古活字版が世に
送りだされたのは、こうした時代相が生みだし
た必然であったのかもしれない。





洋　書



凡　例

 ・展示番号に続いて、日本語による著者名、書名、出版地、印刷者名、出版年を記した。
 ・ 続けて原語による上記の書誌情報を記した。15世紀刊本の場合は ISTCに準拠し、16世紀の

STC（French）、STC（German）、STC（Italian）を参考にした（いずれの略語も詳細は巻末の
略語一覧を参照のこと）。

 ・ 紙面の都合上、略語一覧にあげたBMCやGWに校合式（collation）の詳細を求めることのでき
る15世紀刊本については、本図録では完本の葉数と義塾図書館所蔵本の欠葉情報のみの記述
に留めた。16世紀本については、書物の校合式と義塾図書館所蔵本の欠葉情報を記した。

 ・ 寸法（縦×横）の単位はmmで、紙あるいは羊皮紙の1ページあたりのおおよその大きさを測っ
た。冊子体の場合、第2帖（第1帖は欠落の場合が少なくないため）第1葉を測定した。

 ・ 基本的な書誌目録および義塾図書館所蔵本に言及した展示会目録などを、略語（略語一覧参照）
とレファレンス番号あるいはカンマ区切りでページ番号を示した。

 ・ 上記に続けて、義塾図書館の請求記号を［　］に記した。ヘーブラー編纂の零葉集（略語一覧
のGI、II、WI参照）所収の零葉の場合は、Plate番号もカンマの後に示した。

 ・ 解説中、人名と書名は原則としてカタカナあるいは日本語訳で表記し、原語とわかる範囲で生
没年を（　）内に表記した。ただし字数制限の都合により、展示本の書誌情報にある場合や一
般的に知られている場合は重複を避けるためその限りではない。

 ・ 解説中に言及した文献は該当箇所の文末あるいは段落末に、著者名（同一著者の文献を複数使
用した場合は出版年も）および必要に応じてページ数などの該当箇所を括弧書きで示した。そ
れらを含めて本図録執筆のために参考にした文献を章末に一覧としてまとめた。

 ・ 末尾に解説者のイニシャル（TM：松田隆美、ST：徳永聡子）を（　）に記した。
 ・ 洋書セクションは「活字」そのものに焦点を当てた展示内容とした。このため解題の画像は、
活字の詳細を示す部分拡大のみの掲載もある（その場合は「部分拡大」と明記した）。

（参考出品：「グーテンベルクの印刷機」（レプリカ）ミズノプリンティングミュージアム蔵）



53

第1部　活版活字の誕生

紀元2000年を迎えるにあたり、英国のBBCが「過去一千年の大発明家」というオンライン投票
を実施した際、2位のトマス・エジソンや3位のレオナルド・ダ・ヴィンチを押さえ、見事第1位
を獲得したのは活版印刷術の始祖ヨハン・グーテンベルクであった。現代社会におけるコンピュー
タとインターネットの登場が、「第2次グーテンベルク革命」となぞらえて称されるように、グー
テンベルクが発明した活版印刷術が人類史に与えた影響は計り知れない。書物の大量生産とスピー
ド化を実現し、情報伝達を飛躍的に加速化させ、さらにはヨーロッパ各地に宗教改革や識字率の向
上をもたらした。15世紀後半以降、現代の情報革命に達するまで、西洋における知の伝達は活版
印刷を主たる媒体としてきたことに鑑みるならば、印刷術なくしては近現代社会の発展はあり得な
かったといっても過言ではないだろう。
本展示の洋書部門では、この「活版活字」をテーマとし、その多様性と歴史的な歩みを慶應義塾

図書館所蔵本にたどる。15世紀中葉から約100年を時間軸とし、活版印刷術の誕生から16世紀中
葉まで、活字文化の広がりと活字の変遷について3部構成で概観する。この第1部では、比較資料
として手書きの中世写本から出発し、活版印刷術誕生期の諸相に焦点を当てる。グーテンベルクと
彼の共同出資者であり工房を引き継いだ（というよりも没収したと言うべきか）ヨハン・フストと
その娘婿ペーター・シェーファーの印刷物、グーテンベルクの活字を用いたバンベルクでの印刷物
を取り上げる。
全体解説にもあるように、書物を印刷する方法は複数存在した。では、グーテンベルクがもたら

した活版印刷術は何が革新的であったのか。第一に、印刷後にバラして新たな版を組むことのでき
る可動活字（movable type）を鉛合金を用いて鋳造する技術を生み出した点が挙げられよう。活版
活字の制作過程では（図1参照）、まず父型（punch）と呼ばれる鉄や真鍮（最も初期の頃には鉛が
用いられたとも言われる）に文字を浮き彫りしたものを作り、それを銅などの柔らかい金属に打ち
つけて母型（matrix）を作る。その母型をL字型の2つの部品から成る鋳造鋳型（mould）の底にセッ
トし、そこに融点の低い鉛合金を液状にしたものを流し込み、個々の活字が鋳造された。またアル
ファベット 1文字単位だけでなく、縮約語
（contraction）や複数の文字をひとつの活字に合
わせた合字（ligature）、加えて記号なども、写
本の慣習にならって作られた。それゆえ、大文
字（upper case letters）、小文字（lower case letters）
の総数は数百箇に達した。
しかし、15世紀の金属活字は現存しないため、

初期の活字鋳造方法は印字面から推定するほか
なく、いまなお議論が続いている。例えば2000

年には、砂の鋳型のように一度しか用いること
のできない母型によって鋳造されたという仮説
が、デジタル技術を援用して発表された（Agüera 

y Arcas）。本格的な検証は少しずつ始まりつつ
あるものの、今後の議論の展開が待たれるとこ
ろである。
活字に加えて、金属活字になじむ油性インク

と手引き印刷機（press）の考案も重要な要素で 図1. P. Gaskell, A New Introduction to Bibliography (p. 11)
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ある。グーテンベルクは、葡萄絞り機や製本プ
レスなどからスクリューとレバーによる平圧プ
レスの着想を得て、印刷機を作ったとされるが、
これも残念ながら15世紀のものは現存しない。
だが幸いにも、ミズノプリンティングミュージ
アム館長・水野雅生氏のご厚意で、当時の印刷
機のレプリカを展示し、印刷工房内の様子の一
端を再現することができた。この場を借りて厚
く御礼申し上げたい。
活版印刷の工程についても要点を確認してお

こう。担当の職人は植字工（compositor）と呼
ばれ、原稿をもとに活字箱から活字を拾い、も
う片方の手が持つ植字ステッキ（compositor’s 
stick）に左から右へと活字を並べていく。その
際、単語や行の間には込め物で空白を作り、行末の揃いを調節した。数行文ごとにゲラ（galley）
に移され、ページいっぱいになるまで作業が続けられた。ただし、グーテンベルクがこれ以外の手
法を取ったという仮説もある（展示番号3参照）。1ページ分の植字が終わると、版面は糸で縛って
固定され、最初に試し刷りが行われた。可動活字を用いているため、この時点で誤植が見つかった
時に、活字の入れ替えによる修正が可能という利点がある。校正が終わると実際の印刷へ入る。組
版を鉄の枠チェース（chase）に入れ、くさびや込め物を詰めて固定し、印刷機へセットする。そ
こに油性のインクをむらなく塗り、インクの乗りをよくするために湿らせた紙をセットし、印刷機
のレバーを引っ張って圧力をかけ、印刷は完了する。グーテンベルク以降およそ500年間続いた手
引き印刷機時代では、これが一般的な作業工程であった。（可動活字の鋳造方法や印刷工程につい
ては、フィリップ・ギャスケルのA New Introduction to Bibliographyに詳しい。また安形麻理『デジタ
ル書物学事始め』第1章にも要点が分かりやすくまとめられている。）
活版印刷術の誕生は文化的革新であったが、連綿と続いてきた写本文化を一夜にして払拭したわ
けではない。形態や素材、書体やレイアウトといった諸要素の多くは、同時代や少し前の手書き写
本にならっている。たとえばグーテンベルクが採用したゴシック体活字は、12世紀頃から15世紀
後半かけて北ヨーロッパ写本の詩篇やミサ典書などによく使用された、やや重々しく角張った書体
（textura quadrata）に基づく。またグーテンベルクをはじめ、初期印刷者たちは写本を模して、ペー
ジ冒頭や本文上の大きな区切りに、装飾大文字や区切りを示す記号を印刷後に手書きで加えていた。
洋書第1部では、初期印刷者たちがこうした写本の伝統を再現すべく、いかにして新技術を用いて
取り組んだのか、書物の印字面に問うてみたい。

（ST）

図2. P. Gaskell, A New Introduction to Bibliography (p. 44)
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イングランドに少ないラテン語のウルガタ聖
書の豪華な大型写本で、透き通るような上質の
羊皮紙に、広々と余白をとって、丁寧な丸いゴ
シック体で書かれている。章の始まりに用いら
れている彩色イニシャル ‘E’ の美しさからも、
豪華な写本であることは明らかである。左右二
欄からなるレイアウト、ページ上部余白に一文
字ずつ赤と青で交互に書かれた書名（見開き2

ページにわたって、‘EXE/CHIEL’ と書かれて
いる）、やはり赤と青で交互に書かれたローマ

数字の章番号といった特徴は、すべて「グーテ
ンベルク聖書」（展示番号2）に受け継がれて
おり、「グーテンベルク聖書」のページデザイ
ンがそれまでの聖書写本を手本としたことがわ
かる。活版印刷は、15世紀までの円熟した写
本の書物文化を基盤として、まずはそれを受け
継ぐかたちで出発したのである。本文は旧約の
「エゼキエル書」43：11–44：1。この零葉を含
む写本の制作、来歴については近年多くの研究
がなされている（de Hamel no. 47）。 （TM）

I. 手書き写本から活版印刷本へ
1. 「聖書」（東アングリア地方，ケンブリッジ，14世紀中期）（写本零葉）

Biblia latina (East Anglia, possibly Cambridge, mid–14th century). 412×291mm. MB 5.
［170X＠9＠27］

（1. 「エゼキエル書」43: 11–44: 1）
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マインツの金細工師ヨハン・グーテンベルク
（d. 1468）は可動活字を用いた印刷機の試行錯
誤を繰り返し、1455年頃ついにかの有名な聖
書を完成させた。「グーテンベルク聖書」、ある
いは1ページ42行で本文が組まれているため、
「42行聖書」と称される（ただし40行のページ
を持つ現存本もある）。本文はウルガタ聖書に
基づき、随所に写本時代の伝統が見出される。
特に、典礼書やミサ典書の写本を範とした大き
なテクストゥラ体（ゴシック体系統）の活字は、
当時のゴシック体を書くときの規則に準じ、文

字の縦線をできるだけ等間隔にするための工夫
がなされている（安形 p. 63）。また写本にならっ
た欄外標題や頭文字等は印刷後に手書きで施さ
れた。印刷の完成にはヨハン・フスト（展示番
号4, 5）の経済的支援を受けたといわれる。
展示の零葉は、ニューヨークのガブリエル・
ウェルズ書店が上下巻をばらし、エドワード・
ニュートンの解説を付けて1921年に販売した
零葉本所収の一葉である（A Noble Fragment）。

（ST）

2. 「42行聖書」（［マインツ：ヨハン・グーテンベルクとヨハン・フスト，1455年頃］）（零葉）
Biblia latina, 42 lines ([Mainz: Printer of the 42-line Bible (Johann Gutenberg) and Johannes Fust, c. 
1455]). Fol. 26 of vol. 2. 391×277mm. ISTC ib00526000; 西洋活字 A2. 

［170X＠29＠1］

（2. Fol. 26 of vol. 2：部分拡大）
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ジェノヴァ出身のドミニコ会修道士ヨハネ
ス・バルブス（d. 1298）が 13世紀後半に著し
た『カトリコン』は、自由7科のうち3科（文法、
修辞学、論理学）を学ぶ基本書としてヨーロッ
パ広域で読まれた。奥付にある書き込みから、
印刷者はグーテンベルクと考えられていたが、
3種類の紙の透かし模様［watermark；紙漉き時に
入れる識別マーク］とピンホール［pinhole；印刷
中にずれないように紙がピンで印刷機にとめられ

た時にできる穴］の位置のパターンから、同じ
活字の組版を用いた異なる3つの時期（1460年、
1469年、1472年頃）の刷り（issue）の存在が確
認された。ここから、グーテンベルクが印刷し
たのは1460年のみで、彼の死後、1468年に活
字セットを入手したコンラート・フメリー
（Konrad Humery）が、おそらくペーター・シェー
ファー（展示番号4, 5）の助けを得て他を印刷
したとされている。

展示の零葉は、1936年にニューヨークで出
版された零葉本所収の、一度折り畳まれた全紙
一枚である。これには1805年に大英図書館（The 

British Library）が売却した第2刷りの不完全本
が用いられた（Stillwell）。
本零葉は、その印刷方法について世紀の議論
を呼んだことでも知られる。アメリカの書誌学
者ポール・ニーダムは、行末の不揃いに着目し、
可動性の活字ではなく2行分まとまって鋳造さ
れた活字（two-line slugs）による印刷という斬
新な解釈を示した（Needham 1982）。この論は
広く受け入れられた一方で、オランダ出身の書
誌学者ロッテ・ヘリンガをはじめ反論を唱える
学者もいる（Hellinga 1989, 1992）。この1980年
代に始まった「カトリコン論争」は21世紀の
いまなお最終的な決着には至っていない。活字
をめぐり時には大論争も引き起こるのである。

（ST）

3 . ヨハン・バルブス『カトリコン』（［マインツ：「カトリコン」の印刷者，1460年と1472年頃の間，
あるいは1460年頃］）（零葉）

Johannes Balbus. Catholicon ([Mainz: Printer of the ‘Catholicon’ (Johann Gutenberg?)], [between 1460 
and c. 1472]; also recorded as 1460 [not before 1469]). Bifolio. Fols 361 and 368. 368×285mm. Als 17; 
BMC I 39; ISTC ib00020000.

［170X＠32＠1］

（3. Fol. 361r：部分拡大）
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II. グーテンベルクの後継者
4. 「マインツ詩篇」（［マインツ］：ヨハン・フストとペーター・シェーファー，1457年）（断簡）

Psalterium ([Mainz]: Johann Fust and Peter Schoe�er, 14 Aug. 1457). Fol. 4 (vellum). 278×206mm. 
BMC I 18; ISTC ip01036000; 西洋活字 A3. 

［170X＠30＠1］

5. 「マインツ詩篇」（［マインツ］：ヨハン・フストとペーター・シェーファー，1459年）（断簡）
Psalterium ([Mainz]: Johann Fust and Peter Schoe�er, 29 Aug. 1459). Fol. 135 (vellum). 267×85mm. 
Als 18; BMC I 19; ISTC ip01062000.

［170X＠31＠1］

中世では日々の祈りに欠かせない旧約聖書の
「詩篇」の写本が多く制作された。同様に印刷
本でも、ヨハン・フストとペーター・シェー
ファーの刊行以降、多くの版を重ねている。通
称「マインツ詩篇」といわれる展示番号4は印
刷史上における「詩篇」初版［editio princeps］で
ある。フストとシェーファーはこの印刷におい
て、黒インクに加えて、頭文字［initial；文や段
落の最初の文字］に赤と青インクを用いる三色
印刷をおこなった。これは写本のレイアウトを
印刷で再現するきわめて画期的な試みである。
だが彼らは青インクの扱いに苦労したようで、
最近ではこの青インクの分析にデジタル技術を
援用した研究も試みられている（Ikeda）。
展示番号5は、ブルスフェルデの会衆向けに
改訂され、マインツのベネディクト会聖ヤコブ
修道院の要請で刊行された第2版の小さな断片
であるが、その野心的な企てをここに垣間見る

ことができる。装飾付き頭文字には、装飾と頭
文字に異なる色が施されている。この複雑な印
刷は頭文字と装飾を別個のパーツにすることで
実現している。鉄製のボディに浮彫で装飾が施
され、凹みの部分に別ピースの頭文字をはめこ
む仕組みである（参考図）。ただし、複数のイ
ンクを用いた複雑な技術を用いているにもかか
わらず、印刷方法はシンプルであった。すなわ
ち2種のインクをのせた装飾頭文字の合体活字
を、本文の組版に戻し、一回の引き（one-pull）
での印刷を実践したのである。ただし、この技
術はすぐに断念されることとなった。
印刷後に手書きで加えられた装飾頭文字の例
は、展示番号21などに見られる。両者を比較
しても、印刷揺籃期において多色刷りを試みた
シェーファーたちの印刷技術の高さは、一目瞭
然である。

（ST）

（参考図：Wallau, p. 262より）
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（4. Fol. 4v）

（5. Fol. 135v）
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この「36行聖書」の印刷は、グーテンベル
ク聖書を底本とし、グーテンベルクがドナトゥ
ス文法書や暦の印刷に使用した活字（通称「DK

活字」）の変形を用いているため、印刷地は長
らくマインツであるとされてきた。しかし、紙
の透かし模様、同時代の製本、初期所有者といっ
た情報から、いまではバンベルクの印刷とされ
ている。同地のアルベルヒト・プフィスターが、
この活字を用いて1461年2月の奥付を付した書
物を印刷していることから、この時期までには
彼の手に活字一式が渡っていたと考えられる。
プフィスターはバンベルク司教のための印刷も
手がけ、同司教区の複数の修道院が「36行聖書」
を旧蔵していたことから、バンベルク司教の要
請で「36行聖書」が印刷されたと考える向き
もある（Als, p. 58）。
現存する「36行聖書」には2巻本と3巻本が
あるが、この断簡がどちらに属していたかは不
明である。本文は新約聖書「ローマの使徒への
手紙」2章の部分で、製本の補強材に再利用さ
れていた。

（ST）

6 . 「36行聖書」（［バンベルク：36行聖書の印刷者（アルブレヒト・プフィスター？），1460年頃］）（断
簡）

Biblia latina (36 lines) ([Bamberg: Printer of the 36-line Bible (Albrecht P�ster?), not after 1461]). Fol. 
342 in a 2-volume set/202 in a 3-volume set (vellum). 372×128mm. Als 16; BMC I 16; ISTC 
ib00527000.

［170X＠33＠1］
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第2部　活字文化の普及

マインツから最初に印刷術が伝来したのはシュトラースブルク（現・ストラスブール）で、1460

年頃とされている。ほぼ同時期にバンベルク（1461年）に、そしてケルン（1465年）、バーゼル（1468

年までに）、アウグスブルク（1468年）、ニュルンベルク（1469年）と続いた。またドイツからイ
タリアへ移った印刷業者たちも現れ、1465年には、スビアコにあるベネディクト会修道院に印刷
所が設立され、その2年後にはローマ、続けてヴェネツィア（1469年）などの各都市で印刷所が始
動した。さらにはフランス、オランダ、低地地方、イングランドなど、ヨーロッパ各国へ普及した。
15世紀末までには、東はポルトガルから西はコンスタンティンノープルまで、ロシアとアイスラ
ンドを除くヨーロッパ全域の約300都市で、1100～1200の印刷所が稼働したと推定されている（IJL2, 

p. 11）。
1462年の秋、マインツでは教会と世俗の権力者たちとの間に政争が生じ、街は混乱状態に陥った。
ちょうどこの頃から、ライン地方出身と称して印刷業を始める者が、ヨーロッパ商業の幹線水路ラ
イン河沿いの街に多数現れ始め、その中にはグーテンベルクの工房で働いていた者、あるいはその
関係者から印刷術を伝授された者もいた。そこで洋書第2部では、活版印刷術が、人とモノの移動
によって各地に広がりゆく様子と初期印刷本の代表的な活字体を、展示書によって描き出してみた
い。ヨーロッパ全域を扱うことはかなわず、たとえばスペイン、ポルトガルなどの印刷本を含めら
れなかったことは遺憾である。だが、ケースごとに15世紀の主要な印刷都市（国）を取り上げ、
その地の印刷所第1号はほぼすべて網羅している。このセクションで扱う印刷都市の多くは、北西
ヨーロッパ交易の重要な拠点であった点も付記しておきたい。
第2部を（そして第3部も）概観すると、印刷術伝播の立役者となった印刷者同士がしばしば姻

戚や師弟関係にあり、活字の譲渡をしていたことや、比較的高度な教育を受けていることなど、複
数の共通項が浮かび上がってくる。たとえば、シュトラースブルク（展示ケース III）初の印刷者
ヨハン・メンテリン（展示番号7）は、1450年代末には同地で印刷を始めており、おそらくマイン
ツにて、あるいはその土地の関係者を通じて印刷術を習得したと思われる。彼の死後は、娘婿アド
ルフ・ルッシュとヨハン・プリュスが引き継ぎ（展示番号8, 9）、シュトラースブルクの印刷文化興
隆に寄与した。またメンテリンのもとで修行したギュンター・ツァイナー（展示番号11）は、ア
ウグスブルクで最初の印刷所を立ち上げた。ケルン初の印刷所を開設したウルリヒ・ツェル、イタ
リアに印刷術をもたらしたコンラート・シュヴァインハイム（マインツの大司教管区出身の聖職者）
は、フストとシェーファーの工房で働いた経験を持つと言われる（展示番号10, 13）。またパリ（展
示ケースVI）における活版印刷文化は、ふたりの学者ギョーム・フィシェとヨハン・ハイリーン
がソルボンヌ大学の一角に設立した工房から始まり、バーゼル（展示ケースVII）の印刷は、短期
間ながら同地に滞在していたハイリーンから手ほどきを受けた、ヨハン・アマーバッハが始動させ
た。一方、現在のベルギー・オランダを含む低地地方およびイングランドで初めて印刷本を出版し
たのは、イングランド出身の毛織物商ウィリアム・キャクストンで（展示番号23, 24）、彼が印刷術
を習得したのはツェルが活躍する時代のケルンにおいてであった。
このように、ドイツのマインツで始まった活版印刷術は、職人および技術の移動とともにヨーロッ

パ各地に広まった。初期の頃に制作された活字の大半は、グーテンベルクも用いたゴシック体活字
である。特にドイツではテクストゥラ体（textura; 図1）が主流で、この活字書体をもとに15世紀後
半のイタリアでは丸みを帯びたロトゥンダ体（rotunda; 図2）が誕生した。またフランス、低地地方、
イングランドでは、15世紀後半の北フランス写本に見られるゴシック草書体を基にしたバタルド
体（bastard; 図 3）活字が好んで用いられた。同系統にドイツで流行したシュヴァバッハー体



62

（Schwabacher）があるが、これは16世紀になるとフラクトゥール体（Fraktur）へと発展する（第3部，
展示ケースXIV）。
一方、イタリアでは、シュヴァインハイムとパンナルツのセミゴシック体活字を皮切りに、ロー

マン体活字が発展していく。ドイツでもローマン体を用いる印刷者は現れたが（展示番号8, 11）、
より美しい形状は15世紀イタリアで生まれる。最初にイタリアでローマン体活字を作ったのは、ヴェ
ネツィア初の印刷所を始めたヨハン・フォン・シュパイアー（展示番号14）で、これを「ヴェネツィ
アン・ローマン体」と呼ばれる流麗な活字へと洗練させたのが、かの有名なニコラ・ジャンソン（展
示番号15）である。このローマン体は、第3部で見るように、アルド・マヌーツィオを始めとする、
いわゆる学匠印刷家に引き継がれ、16世紀においてさらなる発展を遂げてゆくこととなる。

（ST）

図2. ロトゥンダ体

図3. バタルド体

図1. テクストゥラ体
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セビリャ大司教のセビリャのイシドルス（560 

–636）がラテン語で著した『語源論』は、古典
および中世初期の著述家の作品を渉猟して編纂
された百科事典の一種で、中世を通じて広く利
用され、1000点以上の写本で現存している。
E.R.クルチウスは中世研究の古典『ヨーロッパ
文学とラテン中世』（1948）のなかで、『語源論』
を「全中世の基本書」と呼んでいる。本書の人
気が近代初期になっても衰えることがなかった
ことは、1500年までに10以上の版が印行され
ていることからもうかがえる。展示書は、ヨハ
ン・メンテリン（c. 1410–78）が1473年頃に印

行したフォリオ判で、アウグスブルクでギュン
ター・ツァイナー（展示番号11）が1472年11

月に印刷した版に続いて古い。ゴシック体活字
で印刷された本文に、3～8行大のさまざまな
サイズの頭文字が赤（ときには青）で手書きで
加えられ、さらに文頭の大文字を際立たせるた
めの赤字の縦棒、ページ上部余白の章タイトル
なども手書きで加えられている。初期のイン
キュナブラが活版印刷と手書きの共同作業で
あったことを示す好例である。

（TM）

III. シュトラースブルク
7. セビリャのイシドルス『語源論』（［シュトラースブルク：ヨハン・メンテリン，1473年頃］）

Isidorus Hispalensis. Etymologiae ([Strassburg: Johann Mentelin, c. 1473]). 141 leaves (of 142), wanting 
a1 (blank). 392×269mm. BMC I 57; IJL2 213; IKUL 016; ISTC ii00182000; PP 64.

［142X＠36＠1］

（7. Fol. 24v：部分拡大）
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トゥールーズ出身でアウグスティヌス隠修士
会のジャック・ルグラン（1365–1422）の著作を、
アドルフ・ルッシュ（1435–89）が印行した版
からの一葉である。ルグランはオセールの司教
で、シャルル6世（Charles VI; 1368–1422）の聴
罪司祭も務めた。本書の目的は叡智への愛の獲
得にあり、古代中世の著述家（カトー、セネカ、
マクシムス等）の著作からの引用が多く、善悪
や社会的道徳を扱う人生の教訓集となっている。
ルッシュは、ヨハン・メンテリン（展示番号

7）の娘と結婚し、義父の死後その印刷業を引

き継いだ。ゴシック体の活字が一般的であった
ドイツにおいて、初めてローマン体を導入した
ことでも知られる。彼の印刷本の奥付には名前
がなく、素性が不明だったため、その特徴的な
ローマン体の大文字 ‘R’ から、長らく「R-印
刷者」と呼ばれていた。このローマン体活字は、
スビアコで印刷所を開いたシュヴァインハイム
とパンナルツ（展示番号13）にも影響を与え
たといわれる。

（ST）

8 . ジャック・ルグラン『叡智への愛』（［シュトラースブルク：アドルフ・ルッシュ，1474年頃］）（零
葉）

Jacobus Magni (Jacques Legrand). Sophologium ([Strassburg: The ‘R-printer’ (Adolf Rusch), 1474]). Fol. 
6. 294×210mm. BMC I 62; ISTC im00040500.

［140X＠16＠2; GI, Plate 79］

（8. Fol. 6v：部分拡大）
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展示番号9は、ケルンのカルトジオ会士ヴェ
ルナー・ローレヴィンク（c. 1425–1502）が編
纂し、ヨハン・メンテリン（展示番号7）の娘
婿としてシュトラースブルクで活躍したヨハ
ン・プリュス（1477–c. 1510）が刊行した世界
年代記である。プリュスだけでもこの歴史書を
15世紀末までに5回（ラテン語版4点、ドイツ
語版1点）出版しており、その需要の高さを窺
い知ることができる。旧約聖書の世界とローマ
教皇史を中心に据え、複数の異なる地域の歴史
を概説し、印刷された最古の編年体の世界史と

も評される。
ページの中央には「創世紀元（anno mun-

di）」に「キリスト紀元（anno Christi）」と各国
史が加わり、見開きページの左から右へと直線
的に進む。世界史記述において伝統的な「キリ
ストの系譜」を取り入れつつ、異なる地域の歴
史の文字情報を統一的な時間軸に沿わせた配置
は革新的であった。その叙述および視覚表現は、
ともにほぼ同時代の歴史書にも大きな影響を与
えた（原島，pp. 111–12）。

（ST）

9. ヴェルナー・ローレヴィンク『時の束』（［シュトラースブルク：ヨハン・プリュス，1490年頃］）
Werner Rolewinck. Fasciculus temporum ([Strassburg: Johann Prüss, after 6 Apr. 1490]). 96 leaves, per-
haps wanting last 2 bank leaves; the �rst page is probably in facsimile. 289×193mm. IJL2 328; IKUL 
004; ISTC ir00276000.

［120X＠512＠1］

（9. Sig. A2v–A3r）
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フランシスコ会士リールのニコラウス（c. 

1270–1349）による『全聖書註解』は、中世後
期ヨーロッパで最も影響力を持った。本書は印
刷史上初の聖書釈義書である。著者は聖書の本
文がヘブライ語原文から離れている現状を嘆
き、執筆に際してはヘブライ語を習得し、複数
の写本にあたった。
本書を印刷したウルリヒ・ツェル（d.1503）は、

マインツのフストとシェーファーの印刷所（展
示番号4, 5）で働いていた。だが同地の政治的
混乱からの逃避であろうか、1464年にケルン
へと移り、大学に所属することで市民権を得た。

ツェルはケルン初の印刷所を開設すると、キケ
ロ（Marcus Tulius Cicero; B.C. 106–B.C. 43）の『義
務について』（1465年頃）を皮切りに、小型4

つ折判の古典作品や神学書などを次々と刊行し
た。ケルン移住後もフストとシェーファーの印
刷所との関係を続け、彼らの支店のような機能
も果たしたといわれる。特に最初期のツェルの
印字面にはシェーファーの、とりわけ「48行
聖書」の活字の影響が色濃くみられる（Geldner, 

vol. 1, pp. 87–89）。
（ST）

IV. ケルン、アウグスブルク、ニュルンベルク
10. リールのニコラウス『全聖書註解』（［ケルン：ウルリヒ・ツェル，1483年以前］）（零葉）

Nicolaus de Lyra. Postilla super totam Bibliam ([Cologne: Ulrich Zel, not after 1483]). Fol. 207. 309×
219mm. ISTC in00136000.

［140X＠16＠1; GI, Plate 39］

（10. Fol. 207r：部分拡大）
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ギュンター・ツァイナー（d. 1478）はヨハン・
メンテリン（展示番号7）のもとで修行した後、
1467年にアウグスブルクに移り、翌年には同
地で最初の印刷工房を開設したとされる。フス
トとシェーファーの「マインツ詩篇」（展示番
号4, 5）以外では、頭文字を印刷した最初の印
刷業者ともいわれる。ドイツでゴシック体が主
流の時にローマン体を導入したことで知られる
が、晩年にはゴシック体も多く採用している。

また挿絵入り本を数多く刊行したことでも名高
い。中世後期のヨーロッパで絶大なる人気を博
したヤコブス・デ・ヴォラギネ（Jacobus de 

Voragine; 1230?–98）の『黄金伝説』を挿絵入り
で初めて印刷したのもツァイナーである（Geld-

ner, vol. 1, pp. 132–37）。本零葉もツェルの挿絵
入り本の代表作で、ドイツ語訳聖書（第2版；
初版は1474年頃）からの一葉。

（ST）

11. 「聖書（ドイツ語）」（アウグスブルク：［ギュンター・ツァイナー］，1477年）（零葉）
Biblia [German](Augsburg: [Günther Zainer], 1477). Fol. 233 of vol. 1. 375×262mm. BMC II 324; 
ISTC ib00629000; PP 40.

［140X＠19/22］

（11. Fol. 233v of vol. 1）
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『ニュルンベルク年代記』と呼ばれるこの世
界年代記は、天地創造から1490年代初頭まで
の歴史を扱う。展示番号9と同じく、印刷術を
駆使した初期印刷本の傑作である。著者のハル
トマン・シェーデル（1440–1514）はニュルン
ベルク在住の医師・人文主義者で、同地の商人
の依頼を受け、中世から同時代までのさまざま
な歴史書をもとに本書を編纂した。最初にラテ
ン語版が刊行され、その後すぐにドイツ語訳も
出版された。両版ともに木版挿絵が聖書の世界
や各地の様子を生き生きと描き、その数およそ
645点にものぼる。同時代にニュルンベルクで
活躍した絵師たちが手がけ、若き日のアルブレ
ヒト・デューラー（Albrecht Dürer; 1471–1528）
も手伝ったとされる。

印刷を担当したアントン・コーベルガー（c. 

1440/1445–1513）は、ニュルンベルクで2番目
の印刷所を設立し、当時ドイツで最大規模の出
版事業を展開させた。15世紀後半にドイツ語
圏で人気を博したテクストゥラ体の一種、シュ
ヴァバッハー体活字をよく用いた。本書もシュ
ヴァバッハー体活字で印刷されている。この活
字は16世紀に入るとフラクトゥール体へと発
展していく（展示番号 40–42）。また本書は印
刷工程について詳細な文書が現存する稀有な例
で、ウィルソンによる秀逸な研究書がある。
本書は財団法人永青文庫所蔵コルディエ文庫
の一書で、現在は慶應義塾大学附属研究所斯道
文庫に寄託されている。

（ST）

12 . ハルトマン・シェーデル『ニュルンベルク年代記』（ニュルンベルク：アントン・コーベルガー，
1493年）

Hartmann Schedel. Liber chronicarum (Nuremberg: Anton Koberger, 12 July 1493). 326 leaves, wanting 
fols 267 and 274. 451×300mm. Als 11; BMC II 437; ISTC is00307000; PP 43.

［永青文庫所蔵コルディエ文庫 A–6–1］

（慶應義塾大学附属研究所斯道文庫寄託）

（12. Fols. 34v–35r）
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イタリアの活字文化は、マインツ出身のコン
ラート・シュヴァインハイム（d. 1477）とケル
ン出身のアルノルト・パンナルツ（d. 1466）に
よってもたらされた。前者はフストとシェー
ファー（展示番号4, 5）から印刷術の手ほどき
を受けたともいわれる。1465年にスビアコ修
道院でイタリア初となる印刷所を立ち上げる
と、キケロなどの古典作品4点を印刷した。そ
こで彼らが制作した「スビアコ活字」は、カロ
リング朝小文字書体に範をとった、文字幅のや

や広いセミゴシック体活字として名高い。
ふたりは1467年にローマへと移ると、教父
の著作や多様な古典作家の著作などを新しい
ローマン体で印刷した。展示番号13はその一
例で、リールのニコラウス『全聖書註解』（展
示番号10）初版第1巻の不完全本をバラしたも
のを、イギリスの書店から入手したアメリカの
書店ピラージュ（Phillip J. Pirages）が制作およ
び出版した零葉本に収まる1枚である（McMin-

nville）。 （ST）

V. ローマ、ヴェネツィア
13 . リールのニコラウス『全聖書註解』（ローマ：コンラート・シュヴァインハイムとアルノルト・
パンナルツ，1471–72年）（零葉）

Nicolaus de Lyra. Postilla super totam Bibliam (Rome: Conradus Sweynheym and Arnoldus Pannartz, 
1471–72). Fol. 152 of vol. 1. 374×264mm. BMC IV 14; ISTC in00131000.

［1LB＠1255］

（13. Fol. 152r of vol. 1：部分拡大）
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ビザンツ帝国が崩壊する15世紀、ヴェネツィ
アには多くの学者たちが亡命してきた。それに
ともない印刷の需要が高まるこの地で、ドイツ
人ヨハン・フォン・シュパイアー（Johann von 

Speyer; d. 1470）が、1469年に初の印刷所を開設
し、新たに制作したローマン体活字を用いて印
刷を始めた。この活字制作にはヴェネツィアで
2番目の印刷所を開設し、ローマン体活字を洗
練させたことで名高いニコラ・ジャンソン（展

示番号 15）が関与したともいわれる（雪嶋
2002, p. 132）。その翌年、兄ヨハンがこの世を
去ったため、弟のヴェンデリンが印刷所を引き
継いだ。本零葉は弟ヴェンデリンが印行したも
ので、当時説教師として名高かったフランシス
コ会士ロベルト・カラッチョロ・ダ・レッチェ
（c. 1425–95）の説教集からの一葉である。ヘー
ブラー編の零葉集（イタリア）所収。

（ST）

14 . ロベルト・カラッチョロ・ダ・レッチェ『悔い改めに関する四旬節の説教集』（［ヴェネツィア］：
ヴェンデリン・フォン・シュパイアー，1473年）（零葉）

Robertus Caracciolus. Sermones quadragesimales de poenitentia ([Venice]: Vindelinus de Spira, [before 28 
July] 1473). 260×192mm. BMC V 163; ISTC ic00172000.

［140X＠15＠2＠1; II, Plate 48］

（14. II, Plate 48）
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紀元1世紀の著述家プルタルコスがギリシア
語で著した『英雄伝』は、ギリシアとローマの
重要な哲学者や政治家46人の評伝で、生涯に
類似点が認められるギリシア人とローマ人を1

人ずつ組み合わせて著す「対比列伝」という形
式が用いられている。1470年にジョバンニ・
カンパーノ（Giovanni Antonio Campano）によ
るラテン語完訳が刊行され、本書はそれに続い
て1478年に出版されたクリストフォロ・ラン
ディーノによるラテン語訳である。その後、16

世紀にはヨーロッパ各国語に訳され、ルネサン
ス期に最も読まれた古典文学のひとつとなった。
本書を印行したニコラ・ジャンソン（c.1435–

80）はフランス人で、マインツで印刷術を学ぶ
と1470年からヴェネツィアで印刷業を始め、
大いに成功を収めた。ジャンソンは、ヒューマ
ニスト書体を手本として美しいローマン体活字
を作り出し、それはアルド・マヌーツィオにも
受け継がれ（展示番号27–29）、さらに16世紀
フランスの活字黄金期（展示番号35–39）に洗
練されてゆくことになる。また19世紀のイギ

リスではウィリアム・モリスのケルムスコッ
ト・プレスの手本ともなった。本書にローマン
体活字のひとつの完成形を見ることができるだ
ろう。
インキュナブラでは、章の冒頭を飾る大型の
イニシャルや各章のタイトル等は、本文が印刷
された後に専門の写字生や挿絵画家によって手
書きされることが多い。本書の巻頭のページに
は、手書きの装飾が可能なように、広い欄外余
白に加えて頭文字のスペースが14行分も確保
されている。金で彩色されたイニシャル ‘Q’
を中心として、複雑な蔓模様の装飾が三方から
印字面を取り囲んでいる。下部には、本書を所
有していたコンコルディア司教レオネッロ・キ
エレガティ（Leonello Chieregati）の紋章が描か
れている。この白い蔓模様はインキュナブラの
装飾の代表的なパターンで、1470年代にヴェ
ネツィアとローマで印行された書物を中心に使
われている。

（TM）

15. プルタルコス『英雄伝』（ヴェネツィア：ニコラ・ジャンソン，1478年）
Plutarchus. Vitae illustrium virorum (Venice: Nicolaus Jenson, 2 Jan. 1478). 2 volumes; vol. 1: 233 of 234 
leaves, lacking a1; vol. 2: 226 leaves. 423×260mm. BMC V 178; IJL2 307; IKUL 029; ISTC 
ip00832000; RA 1; PP 95; T 24; 義塾図書館9. 

［142X＠51＠2＠1 ～ 2］

（15–1. Sig. a2r：部分拡大）
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（15–2. Sig. a2r of vol. 1）



73

アウグスブルク出身の印刷者エアハルト・
ラートドルト（1442–1528）は、1474年から
1476年の間ニュルンベルクに滞在し、数学者
レギオモンタヌス（Regiomontanus; 1436–76）
と協働した。この経験が本書を含む一連の科学
書出版として結実する。ヴェネツィアに移住す
ると高度の印刷技術を身につけ、この時期にニ
コラ・ジャンソン（展示番号15）に出会った
とする学者もいる。1486年にアウグスブルク
に戻ると16世紀に入っても精力的に印刷を続
けた。
展示した『幾何学原論』は印刷史上の初版で

ある。15世紀イタリアで広まっていたゴシッ
ク・ロトゥンダ体［ドイツで発展したテクストゥ
ラ体がイタリアへ渡り、簡素化して丸くなった］

活字が用いられている。また本書にはアラビア
数字が付され、定理を説明するために420もの
幾何学図形が印刷された。冒頭の献辞でラート
ドルトは、幾何学図形を印刷で再現する方法が
なかったため一念発起し、苦慮しながらも図形
と文字を同一ページに印刷する方法を編み出し
たと述べている。幾何学図形の印刷は木版説が
主流だったが、近年では金属片説や金属鋳型説
などもある。 （ST）

16. ユークリッド『幾何学原論』（ヴェネツィア：エアハルト・ラートドルト，1482年）
Euclides. Elementa geometriae (Venice: Erhard Ratdolt, 25 May 1482). 138 leaves. 289×206mm.
BMC V 285; IJL2 164; IKUL 025; ISTC ie00113000; PMM 23; PP 96; 西洋活字A5. 

［120X＠766＠1］

（16: Sig. a2r）
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ギョーム・フィシェ（Guillaume Fichet; 1433–

c. 1480）とヨハン・ハイリーン（Johann Haylin; c. 

1425–12 March 1496）は、1470年にソルボンヌ
大学の一角に印刷工房を設立した時、南ドイツ
からウルリヒ・ゲーリンク（d. 1510）をはじめ
とする3人の印刷業者を呼び寄せた。フィシェ
とハイリーンが独立してサン・ジャック通りに
工房を構え、後にゲーリンクが独立した後も、
彼らの関係は続き、ゲーリンクの手元にはフィ
シェとハイリーンの活字があったともいわれる。

ヘーブラーによると、本書の印刷にゲーリン
クが用いたローマン体活字には、バーゼルと特
にパリのローマン体活字の影響が見られる。後
にパリの印刷者ギョーム・マニヤル（Guillaume 

Maynial）と共同印刷を始めた後も、ゲーリン
クはこの活字を用い続けた。ヘーブラー零葉集
からの一葉。

（ST）

VI. パリ
17 . ギド・デ・モンテ・ロケリオ『主任司祭の手引き』（パリ：ウルリヒ・ゲーリンク，1478年）（零
葉）

Guido de Monte Rochen. Manipulus curatorum (Paris: Ulrich Gering, 4 June 1478). 196×133mm. 
ISTC ig00577000.

［140X＠17; WI, Plate 30］

（17. WI, Pate 30：部分拡大）
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アントワーヌ・ヴェラールは、1485年から
1512年の間に、フランス語の挿絵入りの本を
中心に280点以上の書籍を出版した、15世紀の
パリを代表する出版者である。本書は、ジャン・
フロワサール（Jean Froissart, c.1337–c.1405）が、
1322年から1400年までの出来事を、英仏百年
戦争を中心に記した年代記で、15世紀には本
文中に細密画が挿入された豪華な挿絵入り写本
が作られている。本書においてヴェラールは、
バタルド体活字を用いて大型のフォリオ判で印

刷することで、手本となった写本の書体とレイ
アウトを意図的に踏襲している。木版画の版画
が各書に挿入されているが、羊皮紙に印刷して、
16世紀初期までの刊本でしばしば見られたよ
うに、木版画に手彩色を施せば、彩色写本と見
まごうばかりの出来映えとなる（Winn 31）。書
誌学者フィリップ・ギャスケル（Phillip 

Gaskell）の旧蔵コレクションより。
（TM）

18. ジャン・フロワサール『年代記』（パリ：アントワーヌ・ヴェラール，［1499–1503］）（零葉）
Jean Froissart. De chroniques de France (Paris: Antione Vérard, [1499–1503]). Sig. F4r. 330×231mm. 
BMC VIII 89 (I); ISTC if00323000.

［140X＠19＠37］

（18. Sig. F4r：部分拡大）
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パリで活躍していた印刷業者で版画家のフィ
リップ・ピグーシェ（Philippe Pigouchet; 1488–

1518）と同じく印刷業者のシモン・ヴォートル
（Simon Vostre）は、18年にわたって共同し、
100点近くの時禱書を刊行している。時禱書は、
聖職者が典礼のために用いた「聖務日課書」を
簡略化して平信徒用に編纂した祈禱文集で、
14，15世紀にもっとも数多く制作された写本
である。その安定した人気ゆえに、1471年に
アウグスブルクで印行された版を嚆矢として印
刷本も刊行されるようになり、特にフランスで
は、手書きの細密画のかわりに版画でページを
飾った時禱書が、パリやノルマンディ地方の司
教座都市ルーアンで矢継ぎ早に版を重ねてい
る。特にルーアンには、手本を写すことで比較
的安価に時禱書を制作していた写本制作工房が
複数あり、16世紀中期まで、写本の時禱書と
印刷のそれはまさに人気を競い合ったのである。
活版印刷された時禱書は、写本の時禱書の安

価な代替物であると同時に、写本にはない特徴
をもった新ジャンルの書物でもあるという、相
反する二面を有している。写本との類似点は、
活字の選択をはじめとして本文のパラテクスト
に顕著である。活字は、同時期にルーアンの工
房で制作されていた時禱書写本に使われてい

る、丸みを帯びたゴシック体によく似ている。
また、写本の時禱書の慣習に倣って、各節の冒
頭には、赤と青の地を交互に用いて、金文字の
イニシャルを手書きで入れている。また、本書
は紙ではなく高価な羊皮紙に印刷されている
が、これも写本に近づける意図がある。
しかし、その一方で、印刷本の時禱書は、手
書きの挿絵のかわりに版画を用い、本文と挿絵
を一緒に印刷することで、写本と比較して飛躍
的に数多くの挿絵を入れることができた。活版
印刷術と時を同じくして広く普及した板目木版
やエングレーヴィングは、挿絵や装飾頭文字を
量産できる新技術であり、全ページ大の挿絵は
もとより、さまざまな図像や意匠を描いた小型
の版木を組みあわせることで、全てのページを
欄外装飾で飾ることを容易に、そして手書きで
挿絵を入れる写本の場合よりも極めて安価に実
現させた。周緑部の余白は、ラテン語の本文と
は無関係な物語絵シリーズでしばしば埋めつく
された（松田 , pp. 104–20）。印刷本の時禱書の
出版業者は、手書きの挿絵のかわりに数多くの
版画を用いることで、挿絵の質に量で対抗して
写本との差別化を図ったのである。

（TM）

19. 『ローマ式典礼の時禱書』（パリ：フィリップ・ピグーシェとシモン・ヴォートル，1498年）
Les Presentes Heures a lusaige de Rome (Paris: Philippe Pigouchet for Simon Vostre, 16 September 1498). 
87 leaves (of 96; lacking e1–8, k8). 199×138mm. ISTC ih00395000; STC (French), p. 271.

［120X＠1351＠1］
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（19. Sig. d3v）
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印刷者のヨランド・ボノムは、1497年にパ
リで印刷業を始めたティルマン・ケルヴェール
の妻で、夫の死後、1522年にその印刷所を引
き継いでいる。インキュナブラの時禱書（展示
番号19）が黒一色で印刷され、頭文字は手書
きであったのに対して、本書では頭文字もすべ
て印刷され、手書きの要素はひとつもない。頭
文字は、本文よりも装飾的な活字を用いて、全
て赤で印刷されている。黒と赤の二色刷印刷に
よって、本文中の見出しや欄外挿絵に付随する

説明文も一貫して赤で印刷されている。挿絵の
数が多いことも本書の特徴で、標準的な構成の
印刷本の時禱書では全ページ大の版画挿絵は
20点前後であるのに対し、本書には44点（暦
を加えると56点）も含まれている。ヨランド・
ボノムは1534年に、ほぼ同じ内容の英語版も
刊行しており、この絵本のような時禱書が人気
をもって受け入れられたことを推察させる。

（TM）

20. 『ローマ式典礼の時禱書』（パリ：［ヨランド・ボノム］，1525年）
Ces presentes heures a lusaige de Paris (Paris: par la veufue de Thielman Kerver [i.e. Yolande Bonhomme], 
1525). 144 leaves. 216×151mm. STC (French), p. 277.

［120X＠1121＠1］

（20. Sig. D2r）
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パリのソルボンヌ大学で印刷所の立ち上げを
先導したヨハン・ハイリーン（展示番号17解
説参照）は、1464年にバーゼルに移り、翌年
から1467年までバーゼル大学で教鞭を執った。
本書はハイリーンによる編集で、彼のもとで修
行を積んだ後、1477年にバーゼルで印刷所を
始めたヨハン・アマーバッハ（1443–1513）が
印刷した。アマーバッハの印刷所は、後にエラ
スムスら人文主義者との出版を展開したヨハ
ン・フローベン（展示番号32, 33）に引き継が
れる。
本書は活版印刷によるヨーロッパ初の著者名

別の書誌で、著者トリテミウス（1462–1516）
はクロイツナッハ近郊シュポンハイムのベネ
ディク会修道院長を務めた。彼は熱心な書物収
集家で、充実させた蔵書で修道院を学問の中心
地へと発展させた。彼の代表作ともいえる本書
は、初期教父から15世紀末までの聖人や聖職
者を編年順に配列して人物紹介と著作を記述し
ている。この編纂法は、近代書誌学の父コンラー
ト・ゲスナー（Conrad Gessner, 1516–65）によっ
て発展されることとなる（雪嶋2013）。

（ST）

VII. バーゼル
21. ヨハン・トリテミウス『聖職者の著作について』（バーゼル：ヨハン・アマーバッハ，1494年）

Johann Tritheim. De scriptoribus ecclesiasticise (Basel: Johann Amerbach, [after 28 Aug.] 1494). 297×
207mm. 147 leaves (of 148), wanting u8, u1 inserted from another copy. BMC III 755; IJL2 368; IKUL 
010; ISTC it00452000; PP 51.

［120X＠573＠1］

（21. Sig. a1r）
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12世紀イタリアの修道士グラティアヌスが
1140年頃に編纂した初の体系的な教会法教令
集。正式名称は『矛盾教会法令調和集』（Con-

cordia canonum discordantium）で、中世ヨーロッパ
において教会法の基本文献として広く普及し
た。本書は、1472年頃からバーゼルで活躍し
たミヒャエル・ヴェンスラーが印刷した。ヴェ
ンスラーは1491年にバーゼルを去らざるをえ
なくなり、その後はクリュニー、マコン、リヨ
ンで印刷業を営んだ（Scholderer 1912）。中世写
本の伝統を引き継ぎ、ページの真ん中に本文が、
それを取り囲むように13世紀の法学者ブレシ
アのバルトロマエウスによる註解が配置されて
いる。また本文とそれに対応する註釈には、装
飾頭文字が赤と青インクで施され、本文と註釈
の対応関係がわかりやすいよう視覚的な工夫が
なされている。

本書では、手書きと印刷の頭文字が同一ペー
ジに混在していることに注目したい。よく観察
すると、赤色の頭文字は印刷で、青色は手書き
というパターンに気づく（ただし手書きの赤頭
文字も散見される）。さらに赤い頭文字の上に
黒字の本文がのり（22–1）、本文の上に青頭文
字が重なっている（22–2）ことから、赤インク
をつけた版面で頭文字とパラグラフマーク
（¶）、セクション見出しを最初に印刷し、次に
黒インクで本文をその上に印刷し、仕上げに青
インクを用いて手書きで頭文字を、また赤イン
クで縦ストロークを施したことが推察される。
本書のように、印刷揺籃期においては赤インク
の部分が先に印刷されたという見解が他でも示
されている（Dane）。

（ST）

22. 『グラティアヌス教令集』（バーゼル：ミヒャエル・ヴェンスラー，1481年）
Flavius Gratianus. Decretum (Basel: Michael Wenssler, 19 Aug. 1481). 381 leaves. 420×294mm. IJL2 
186; IKUL 011; ISTC ig00370000.

［1102＠289］

（22–1. Sig. a1：部分拡大） （22–2. Sig. o5v：部分拡大）
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（22–3. Sig. g10v）
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ブルゴーニュの宮廷で人気を博したトロイの
歴史を綴る本書は、ケルンで印刷術を学んだ
ウィリアム・キャクストン（d. 1492）が、フラ
ンドル地方で初となる印刷所の設立時に最初に
手がけた出版物である。イングランド王エド
ワード4世（Edward IV; 1442–83）の妹で、ブル
ゴーニュ公シャルル豪胆公（Charles de Valois-

Bourgogne; 1433–77）の妃となったマーガレッ
ト・ オ ヴ・ ヨ ー ク（Margaret of York; 1446–

1503）に依頼され、キャクストンが仏語から英
訳した。英語印刷の嚆矢としても名高い。
本書には奥付がないため、出版地・出版年に

ついて決定的なことはわからない。しかし、黒
と赤のインクを用いた二色刷りの技法が用いら
れていること、またキャクストンが印刷術を習
得したケルンでの人間関係などから、ブルー

ジュでの印刷とするのが100年以上にわたる定
説であった。だが最近になりロッテ・ヘリンガ
は、本書をはじめフランドル地方でキャクスト
ンが印刷した本の活字書体が、ブルゴーニュ宮
廷に出入りしていた写字生ダヴィッド・オベー
ルの書体と類似することに注目し、本書の印刷
地を当時オベールが拠点としていたヘントとす
る新説を提唱している（Hellinga 2011）。また
本書におけるコロンやドットのような埋め草用
の活字（23–1）の使用パターンから、4人の植
字工が組版を担当した可能性が高いと考えられ
ている（Hellinga 1976, pp. 22–30）。義塾図書館
所蔵本は1646年から1977年まで、ロンドンの
サイオン・コレッジに収蔵されていた。

（ST）

VIII. 低地地方、イングランド
23. ラウル・ルフェーヴル『トロイ歴史集成』（［ブルージュ/ヘント：ウィリアム・キャクストン，
1473–74年］）

Raoul Lefèvre. Le Recueil des histoires de Troyes [English]([Bruges/Ghent: David Aubert for William Cax-
ton, 1473–74]). 336 of 352 leaves, wanting a10, b1–3, b9–10, and KK10. 263×190mm. BMC IX 129; IJL2 
247; IKUL 038; ISTC il00117000; MB 16; 義塾図書館11. 

［120X＠1161＠1］

（23–1. 埋め草用の活字）
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（23–2. Fol. 14r）
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中世英文学の傑作とされる『カンタベリー物
語』の初版は、英国印刷の始祖キャクストン（展
示番号23）によって世に送り出された愛書家
垂涎の書である。ブルゴーニュ公国からイング
ランドに戻ると、キャクストンはウェストミン
スターの一角に印刷工房を構えた。本書を含む
最初期の印刷本に用いたのは、大陸から持ち
帰った大きめのバタルド体活字であった。これ
はキャクストン活字2と分類され、ケルン及び
フランドル地方で父型彫刻師、印刷者として活
躍したヨハン・フェルデナー（Johann Veldener）
が制作したといわれる。
手引き印刷の時代には同一文字に複数の形状

の活字が存在した。ロッテ・ヘリンガは、植字

工のそれらの使い分けパターンから、キャクス
トンの最初期の出版年代を提唱した。さらに本
書こそ、彼が英国での本格的な出版活動を始め
るのに選んだ作品であると論じた（Hellinga 

1982）。
義塾図書館所蔵の零葉は、20世紀はじめに

書誌学者ゴードン・ダフ（E. Gordon Du�）が、
アメリカの愛書家たちが集うキャクストン・ク
ラブ（The Caxton Club）から出版した、零葉
本所収のもので、「騎士見習いの話」を含む。
ロバート・トッド・リンカーン（Robert Todd 

Lincoln）旧蔵書（Mosser, p. 49 n. 58）。
（ST）

24 . ジェフリー・チョーサー『カンタベリー物語』（［ウェストミンスター：ウィリアム・キャクス
トン，1476–77年］）（零葉）

Geo�rey Chaucer. The Canterbury Tales ([Westminster: William Caxton, c. 1476–77]). Fol. 99. 237×
189mm. BMC XI 103; ISTC ic00431000; STC (2nd ed.) 5082; 西洋活字 A4. 

［1BB＠182］1

1 　Mosserの一覧（p. 39）では義塾図書館所蔵本の請求記号が「別1LB＠615」と記されているが、2003年1月に現在
のものに変更された。

（24. Fol. 99v：部分拡大）
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15世紀末、キャクストンがこの世を去ると、
ふたりの外国人が良きライバル関係のもと、イ
ングランド印刷市場を牽引した。キャクストン
工房を引き継いだウィンキン・ド・ウォード
（Wynkyn de Worde; d. 1535）とノルマンディー
出身のリチャード・ピンソン（Richard Pynson; c. 

1449–1529/30）である。本書はピンソンが1516

年に印刷したロバート・フェビアン（d. 1513）
編纂の年代記である。16世紀に入るとイング
ランドでは、とりわけヘンリー8世（Henry 

VIII; 1491–1547）の諸政策のもとナショナリズ
ムの風潮が高まったこともあり、多くの年代記
が刊行された。
キャクストンの次世代は、英語作品の印刷に
はフランスから伝来した黒字体（ブラックレ
ター）を用いた。本書はその典型である。しか
し、木版頭文字のなかには、キャクストンと同
じものが見出される点も興味深い（上の図版と
BMC XI, p. 362の図版を比較されたい）。

（ST）

25. ロバート・フェビアン『イングランド年代記』（ロンドン：リチャード・ピンソン，1516年）
Robert Fabyan. New Chronicles of Englande (London: Richard Pynson, 1516). 2 vols in 1, lacking 28 
½ leaves. 295×190mm. STC (2nd ed.) 10659; ESTC S109993; PP 19; RA 63.

［120X＠549a＠1］

（25. Sig. s8r：部分拡大）
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第3部　継承と発展

2015年は、15世紀末から16世紀初頭のヴェネツィアで活躍した、アルド・マヌーツィオの没後
500年にあたり、ヨーロッパを中心に各地でアルド版の貴重書展示会が開催されている。「学匠印
刷家」の先駆けとして知られ、各種の活字を開発したアルドは、印刷史上、グーテンベルクに次い
で最も有名とも言えるのではないだろうか。この記念すべき年を踏まえ、洋書最終章となる第3部
では、アルドの偉業（展示ケースVIII，XI）と、その継承と発展（X～XIV）を、同時代および次
世代にたどる。ここでは同時に、中世スコラ主義の頑迷固陋に反旗をひるがえしたルネサンス人文
主義の精神が、活版印刷によって広がりゆく様相を垣間見ることができよう。

15世紀末、政治的および経済的に勢いを増すヴェネツィアには、ギリシアからの避難者たちが
集まり、コロニーを形成していた。このためギリシア語を理解する職人探しも、印刷所の出資者の
確保も比較的容易で、他の都市よりもギリシア語文献を印刷する環境が整っていたと言われる。こ
うした背景のもと、古典学に造詣が深く、ギリシア語教師でもあったアルドは、同地で1495年に
印刷所を始めると、古典作品を中心に数多くの出版を手がけた。また、アリストテレス『全集』の
初版（展示番号26）に見られるように、複数の写本を比較して本文を確立する、いわゆる近代的
な本文校訂の礎を築いた。1515年2月に没するまで、古典ギリシア語作品43版、古典ラテン語作
品31版、キリスト教関係の書11版、人文主義者の著作46版、総計131版を上梓している（雪嶋
2005, 2014）。
アルドのもとには、同時代の古典学者や人文主義者が集ったが、その中には北方ルネサンスの巨

星と称されるデジデリウス・エラスムスもいた。エラスムスはアルド邸に滞在し、『格言集』第2

版の編集に没頭したほか、印刷工房で校正係を務めた。本展示では、アルドの出版物の次に、エラ
スムスとその関係者の出版物を並べている。エラスムス自身の著作『平和の訴え』（展示番号32）は、
いまこそ手に取るべき作品かもしれないが、無二の親友トマス・モアの『ユートピア』（展示番号
33）と同じく、バーゼルで活躍したヨハン・フローベンが出版を手がけた。フローベンはアルドと
同じく「学匠印刷家」と称され、アルドの活字書体に想を得たイタリック体とギリシア語活字を制
作した。同じケースの3点目（展示番号34）を印刷したセバスティアン・グリフィスは、若い頃に
はヴェネツィアで修行したとも言われ、アルド版を手本として8折判の出版物を16折判で再版した。
この書の編纂に携わったフランソワ・ラブレーのエラスムスへの敬愛は深く、自身の作品でもエラ
スムスの著作から多くの引用を取り入れ、その思想を敷衍させている。
ここでまたアルドに話を戻そう。アルドは書物にふさわしい活字や形態での印刷にこだわったこ

とでも知られる。アクセント記号や気息音記号の付いたギリシア語活字（展示番号26）や繊細なロー
マン体活字（展示番号31）の制作、イタリック体活字の開発（展示番号29）、いわゆるポケット判
と称されるようになる16折判など、いずれも印刷史上に転換期をもたらした考案である。活字制
作を担当したのは、元金細工師のフランチェスコ・グリッフォであるが、彼は、ニコラ・ジャンソ
ン（洋書第2部、展示番号15）の工房にゴシック体活字を提供していた人物であった。
アルドの活字書体は、特に16世紀パリにて発展的に継承され、フランス・ルネサンス活字文化
を大きく花開かせることとなった。最初にあげるべきは、同じく学匠印刷家として名高いジョス・
バードであろう。バードはリヨンの大学で講義をもつかたわら、ジャン・トレクセル（Johannes 

Trechsel）の印刷所で校正係りを務め、古典文献の校訂や『阿呆舟』のフランス語訳に携わった。
トレクセル死後に彼の義理の娘テリーと結婚してパリへ移り、印刷工房を開業する。イタリア人文
主義者やギヨーム・ビュデの著作（展示番号35）、ラテン語古典などを多くを手がけ、フランス・
ルネサンス時代の印刷文化の中心的存在となった。またバードは、16世紀フランスにおいて最も



87

著名な学匠印刷家と評される、ロベール・エティエンヌ1世に娘を嫁がせて、エティエンヌ家と姻
戚関係を結んでいる。

16世紀のパリの印刷所もまた、婚姻関係によって大きく発展していった。なかでもエティエン
ヌ家の発展はアルドとの関係でも注目しておきたい。16世紀初頭、パリに印刷所を開き、同時代
の人文主義者たちの著作を上梓したアンリ・エティエンヌ1世（展示番号36）は、ソルボンヌの書
籍業者として地位を確立していた。そのアンリが他界すると、印刷者シモン・ド・コリーヌ（展示
番号37）がその妻と結婚し、アンリの3人の息子（シャルル、フランソワ、ロベール）の義父となっ
た。コリーヌはエティエンヌ家の印刷所を後継し、次男ロベールに印刷技術の指導を授けた。最近
の研究では、初期のエティエンヌ印刷所の活字はコリーヌが彫ったという見解も示されている
（Verliet）。
やがてロベール・エティエンヌ1世は、コリーヌからエティエンヌ印刷所を譲り受けると、自ら
編集を手がけた学術的な著作の出版において、才覚をあらわしていく（展示番号38, 39）。彼はギョー
ム・ビュデの娘と結婚すると、ビュデの協力のもと聖書の校訂出版を行い、学匠印刷家としての才
能を大いに発揮した。さらには『ラテン語宝典』、『羅仏辞典』、『仏羅辞典』という一連の辞書編纂
と刊行により、名声を確固たるものとしていく。1539年にはフランソワ1世のラテン語・ヘブライ
語王室印刷者（imperimeur du roi）に任命された。しかし、聖書出版をめぐるカトリック聖職者か
らの圧迫を受け、1550年にジュネーヴへ逃亡する。本展示では、ロベール・エティエンヌ1世のパ
リ時代までを範囲としたが、ジュネーヴでも印刷所は引き継がれ、新たな局面を迎えていく。
このロベール・エティエンヌ1世に影響を与えたのが、アルドのローマン体活字である。さらに
時を超えて、20世紀前半にはグリッフォの活字書体を復活させたフォント「ベンボ」（Bembo）が
生まれたように、現代においてもアルドの伝統は息づいている。なお本図録の欧文フォントには、
このベンボを採用している。
一方、洋書の最後に取り上げるドイツでは、アルドの晩年頃から、独自の動きが起こり始めてい

た。第1～2部で見たように、15世紀のドイツではテクストゥラ体やシュヴァバッハー体がゴシッ
ク体活字の主流であったが、神聖ローマ皇帝となったマクシミリアン1世（在位1493–1519）は、
印刷本の蔵書構築を計画し、それに伴い新しいゴシック体の開発を命じた。これがフラクトゥール
体（Fraktur）として知られる活字書体の原型となる。1520年頃になると、ニュルンベルクの活字彫
刻職人ヨハン・ノイデルファー（Johann Neudör�er）とヒエロニュムス・アンドレアエ（Hieronymus 

Andreae）が洗練させ完成させた。以後400年にもわたり、フラクトゥール体はドイツ語圏の印刷で
用いられ続けた。書物史家S・H・スタインバークは、とりわけドイツ語圏において黒字体が浸透
したのは、同地での神学書の出版が人文書よりも優勢であったからだとしている。

（ST）
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アルド・マヌーツィオは1490年にヴェネツィ
アに移り住み、ギリシア語の古典の散逸を防ぐ
目的で、ギリシア語に長けた植字工や校正係を
集めて印刷業を始めた。1495年からの5年間は、
アルドがギリシア語文献の印刷を精力的におこ
なった時期である。ギリシア語の印刷の試みは
アルド以前にもあったが、アクセント記号と気
息音記号の再現において苦労が見られた。アル
ドの印刷所はコンスタンティノス・ラスカリス
『ギリシア語文法』を1495年に刊行した時、印
刷所初のギリシア語活字を制作した。ヴェネ
ツィア在住のカリグラファーのインマヌエル・
ルソタスの書体を手本として、ボローニャ出身
の元金細工師で、有能な活字職人として活躍し
ていたフランチェスコ・グリッフォの制作とさ
れる。アクセント記号や気息音記号がついた文
字、様々な連字のデザインが必要で、αだけ
でも5つのヴァリアントが制作された。その活
字は、「アクセント記号および気息音、無気息
音記号を文字に組み合わせる工夫と多様な連字
と縮約文字を含んだ斜体文字で、それは15世
紀のギリシア人が親しんだ文字に近いものであ
り、ギリシア語の文章を十分に表記することが
できる完成した書体」（雪嶋2014, p. 59）なので
ある。しかし作品にかかった費用も相当なもの
で、アルドはギリシア語本の印刷についてヴェ
ネツィア政庁に印刷特認を申請して、ギリシア
語本の印刷を独占することで投資が無駄になら
ないように図った。アルドはフォントの出来ば
えに満足して、手書きのものよりずっと良いと
評したとされる。
アルドはそのギリシア語活字を用いて、1495

年から1498年にかけてアリストテレスの全集
を全5巻で刊行した。それまでに印刷されたギ

リシア語の全量をはるかにしのぐこの全集は、
15世紀最大の出版上の偉業であった。ギリシ
ア語の組版の難しさゆえに、全5部で当時の著
名な大学教授の給与の一月分はゆうに越す価格
となり、また、誤植もしばしば見受けられはす
る。しかし、時には遠いイギリスにまで手紙を
書いてヨーロッパ中から必要な写本を集めて刊
行されたこの全集は、ヒューマニストの原典回
帰の指向に見事に応えたのである。
義塾図書館所蔵本は、ユグノー派の古典学者
でライデン大学で教授を務めたヨゼフ・スカリ
ゲル（Joseph Justus Scaliger; 1540–1609）の旧蔵
本で、第2巻の遊び紙には「比類無きヨゼフ・
スカリゲルの蔵書より」（‘Ex bibliotheca viri in-

comparabilis Josephi Scaligeri’）と教え子のやはり
ライデン大学教授で、1607年には図書館長に
も着任した古典学者ダニエル・ハインシウス
（Daniel Heinsius; 1580/81–1655）の筆跡で記さ
れている。スカリゲルは、フランス国内の多く
のユグノーが犠牲となった「サン・バルテルミ
の虐殺」（1572）を境にジュネーブに移り住み、
1574年までその地でアリストテレスの「オル
ガノン」を講じていた。本書はスカリゲルの死
後ライデンで競売にかけられ、その後19世紀
には、同じ本を常に3冊買うことで知られた―
それぞれ保存用、読書用、貸し出し用―イギリ
ス人の大蒐集家リチャード・ヒーバー（Richard 

Heber; 1773–1833）が所有するところとなり、
さらに稀覯書と絵画のコレクター、ベライア・
ボトフィールド（Beriah Bot�eld; 1807–1863）の
所蔵となった。

（TM）

IX. アルドの時代 I
26. アリストテレス『全集』（ヴェネツィア：アルド・マヌーツィオ，1495–98年）

Aristotle. Opera (Venice: Aldus Manutius, Romanus, 1495–98). 5 parts in 6. Fol.: vol. 1: 234 leaves; 
vol. 2: 300 leaves; vol. 3: 468 leaves; vol. 4: 227 leaves; vol. 5: 292 leaves; vol. 6: 330 leaves. Vol. 1: 310×
210mm. Ahmanson-Murphy, I, no. 4, 11–13, 21; BMC V 553, 556, 555, 556, 558; IJL2 31; IKUL 034; 
ISTC ia00959000; PMM 165; 義塾図書館13. 

［141X＠90＠6＠1 ～ 6］
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（26. Sig. E8v of vol. 1）
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本書はイソップの『寓話』を筆頭に、バブリ
ウス（Babrius; �. 2C A.D.）、パライパトス（Pa-

laephatus; 4C B.C.）ヘラクレイデス（Heraclides 

Ponticus; 4C B.C.）等の古典作品を収録する。『イ
ソップ寓話』には、14世紀初頭にプラヌデス
（Maximus Planudes; 1260–c. 1305）が編集したも
のをアルドがラテン語に翻訳した寓話を収録す
るが、現代では必ずしもすべてがイソップ作と
はみなされていない。ページごとにギリシア語
活字あるいはローマン体活字を用いて印刷され
ている。
義塾図書館所蔵本は 20世紀イギリスの愛

書家ラッティ（Cli�ord C. Rattey）の旧蔵書で、
ラッティ宛ての大英博物館の司書シェパード

（L.A. Sheppard）からの活字をめぐる書簡がは
さまれている。1通め（1950年1月26日付）は、
アルドが用いた大文字のQ（27–1）はボディと
テイルが別個のピースに鋳造されたのかという
質問への返信で、シェパードは、その可能性は
十分に考えられ（特に sig. D2の例に観察でき
る）、興味深い仮説であると答えている。確か
に仔細に観察すると、ボディとテイルの間にか
すかながら隙間がみとめられる。2通目（同年
2月9日付）では、いつアルドがこれを導入し
たのか、また他の印刷者にも同様のことが見ら
れるのかという問いで、シェパードは調査に値
するだろうと回答している。

（ST）

27. 『イソップ寓話集』他（ヴェネツィア：アルド・マヌーツィオ，1505年）
Fabellæ Aesopi. Gabriæ fabellæ. Gr. & Lat. [With other works. Gr.] Ed. A. P. Manutius (Venice: Aldus Ma-
nutius, Romanus, 1505). 3pt. Fol.: π1, a–h8 i6 A8 B10 C8 D10, κ–ξ8 ο4. 265×167mm. Ahmanson-Mur-
phy, I, no. 77; STC (Italian), p. 8.

［120X＠969＠1］

（27–1. Sig. D2r：部分拡大）
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（27–2. d2v）
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本書はアルドの名を世界的に高めたギリシ
ア・ラテン文学の小型本のひとつである。15

世紀のインキュナブラには中世の写本の形態と
レイアウトを受け継いだ大型本が多いが、16

世紀に入る頃には、小型で薄い（よって相対的
に安価な）書物が急速に出回るようになってき
た。その代表が、ヴェネツィアのアルドが刊行
し、今日アルドゥス版として知られるポケット
サイズの古典文庫である。中世写本もインキュ
ナブラも概してサイズが大きく、時禱書などを
除くと小型本は希であった。アルドは、大型本
が一般的であった古典文学を、‘Libelli portatiles 

in formam enchiridii’（手の中に入る形状の携帯

できる小冊）と形容したサイズで、8折判の小
型本として刊行し始める。その大きさは約160

×100mmのやや縦長のサイズで、韻文の印刷
に適したものである（雪嶋2014, p. 70）。使用さ
れているギリシア語活字は、『アリストテレス
全集』の活字にグリッフォがさらに改良を加え
た、小型本を意識した小型活字である。アルド
が最初に刊行した8折判は、1501年にイタリッ
ク体活字で印刷されたラテン語のウェルギリウ
ス詩集だが、1504年に刊行された本書はアル
ド印行のギリシア語書の4冊目にあたり、1517

年、1524年にも版を重ねている。
（TM）

X. アルドの時代 II
28. ホメロス『イリアス；オデュッセイア』（ヴェネツィア：アルド・マヌーツィオ，1504年）

Homer. Homeri Ilias (Venice: Aldus, 1504)/Ulyssea. Batrachomyomachia. Hymni xxxii. (Venice: Aldus Manu-
tius, Romanus, 1504). 2 vols in one. 8o: A–Z8, AA–LL8 MM6; χ1 a–z8, 2A–G8 H10 [$4 (－B1, MM4, b1; 
＋ 2H5). 160×94mm. Ahmanson-Murphy, I, no. 68/1–68/2; STC (Italian), p. 330; RA 2; 義塾図書館15.

［120X＠923＠1］

（28. Sig. A3r）
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本書は、ローマの詩人で哲学者ルクレティウ
ス（c. 94–c.49 B.C.）の唯一の作品、『物の本質
について』（De rerum natura）のアルド版で、ア
ルドのために複数のラテン語古典を校訂した
ヒューマニストで、ヴェネツィアのサン・マル
コ図書館（現在のマルチアーナ国立図書館）の
館長も務めたアンドレア・ナヴァジェロ（Andrea 

Navagero; 1483–1529）によって新たに編纂され
た。アルドは、小型の8折判の狭いスペースに
なるべく多くのテクストを美しく収めようと、
新たな活字をフランチェスコ・グリッフォに作
らせた。それが、当時の人文主義書体であるカー
シブ体をモデルとしたイタリック体活字であ
る。イタリック体活字は、1500年に刊行した
シエナの聖カタリナの『書簡集』の木版画に初
めて登場したが、これは版画中の数語のみの試
験的なもので、テクスト本文として本格的に用
いられたのは1501年刊行の8折判ウェルギリウ
ス詩集からである。イタリック体活字は、当時
の人文主義書体を斜めに傾けた形状で、パド
ヴァ出身の当代随一の能書家バルトロメオ・サ
ンヴィート（展示番号30）あるいはローマで
活躍していた人文主義者ポンポニオ・レートの
文字を手本として考案されたという意見をはじ
め、アルド自身の文字ではないかという見解も

ある。グリッフォが制作したのは小文字のみで、
大文字にはローマン体活字が使用されている。
このイタリック体活字は、アルドの死後は印刷
所を継いだトッレザーニ家に受け継がれ、1559

年まで使用され続けた（雪嶋2014, pp. 68–69）。
1501年から刊行されたアルドゥス版古典文
学シリーズは大成功を収め、イタリアやフラン
スでは類似品が販売されるようになった。リヨ
ンの出版者は、アルドと同じイタリック体を用
いて、アルドの前文までコピーした海賊版を刊
行したため、アルドは1503年に警告文を印刷
している。本書にも無断転載を禁じる旨が記し
てある。1515年1月に刊行された本書は、アル
ド・マヌーツィオの生存中に刊行された最後の
アルド版である。アルドを当時の代表的出版人
に押し上げた「アリストテレス全集」と同じく、
カルピの領主アルベルト・ピオに献呈されてい
る。アルドは、カルピに埋葬して欲しいという
遺言を残して1515年2月6日に世を去り、その
出版所は義父のアンドレア・トッレザーニ
（Andrea Torresani）、そしてアルドの末子のパオ
ロ（展示番号31）へと受け継がれてゆくこと
になる。

（TM）

29. 『ルクレティウス著作集』（ヴェネツィア：アルド・マヌーツィオ，1515年）
Lucretius. Lucretius (Venice: Aldus Manutius, Romanus, 1515). 8o: *8 (－*8), a–q8. 156×94mm. Ahman-
son-Murphy, I, no. 112; STC (Italian), p. 397; 義塾図書館 16. 

［120X＠828＠1］
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（29–1. Sig.＊1v）

（29–2. Sig. q6r）
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バルトロメオ・サンヴィート（Bartolomeo 

Sanvito; 1435–1518）は、パドヴァ出身の写字生，
挿絵画家で、パドヴァとローマで活躍した。そ
のヒューマニスト書体は15世紀イタリアでもっ
とも美しいとされ、アルドのイタリック体の手
本ともなったと推測されている。サンヴィート
は1470年代の終わりから1480年代にかけて小
型の時禱書を作成している。この挿絵入りイニ

シャル ‘D’ が描かれた零葉は時禱書の「十字
架の時禱」の冒頭部で、金文字と色文字を交互
に用いるサンヴィートの特徴が見られる。「書
物破壊者」として悪名高いアメリカの蒐集家
オットー・エギー（Otto F. Ege 1888–1951）の
旧蔵（De la Mare）。

（TM）

30. 「時禱書」（ローマ，1480年頃）　（写本零葉）
Book of Hours ([Italy, Rome, c.1480s]). c.120×80mm.

［170X＠61＠10＠3］

（30. Beginning of Hours of the Cross）
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「ポリーフィロの狂恋夢、あるいは夢のなか
の愛の闘い――そこでは、人間の全てのことは
夢以外の何ものでもないこと、そして思考に値
する他の多くのことが語られます」という標題
の本書は、アルドが刊行した長い幻想的な夢物
語である。「ヒュプネロトマキア」はギリシア
語の造語で、標題で説明されているように、「夢
の中の愛の闘い」という意味にとれる。主人公
のポリーフィロが眠りに落ち、夢のなかで恋人
トレヴィーゾのポリーアを探し求めて、エジプ
トやローマを彷彿とさせる古代的な風景のなか
を彷徨い、ヒエログリフが刻まれたオベリスク
を背に乗せた巨象の建造物の中に入ったり、ニ
ンフたちの凱旋行列に行き当たったりする。物
語は最終的に恋人たちの愛の確認で終わるが、
プロットらしいプロットはない。作者名の記述
はないが、各章の最初の装飾頭文字をつなげる
と、POLIAM FRATER FRANCISCVS COLVM-

NA PERAMAVIT（修道士フランチェスコ・コ
ロンナはポリーアをとても愛した）と読めるこ
とから、フランチェスコ・コロンナ（c. 1433 

–1527）が作者名と考えられてきたが、この人
物が誰なのかは諸説あり、作者については未だ
決定的な判断は下されていない。物語は散文で、
ラテン語とイタリア語を織り交ぜた独特の文体
で書かれ、ギリシア語やラテン語の語幹を組み

合わせ、場合によってはヒエログリフ、ヘブラ
イ語、アラビア語も利用して作られた造語が頻
出する。そうした読みにくさゆえに、20世紀
を代表する比較文芸史家マリオ・プラーツは、
本書を「ルネサンスにおける最も美しい挿絵入
りの書物、…最も嘆賞されながら、最も読まれ
ていない書物」と呼んだ（伊藤，p. 136）。
それにもかかわらず本書は常に愛書家の垂涎
の的であった。その理由は、フランチェスコ・
グリッフォによるタイポグラフィと174点の繊
細な木版画、斬新なページレイアウトが見事に
調和した書物としての美しさにある。挿絵を提
供した画家が誰かについても諸説あり、ジョ
ヴァンニ・ベッリーニやサンドロ・ボッティチェ
リといったルネサンスを代表する画家の名前が
挙がったこともある。本書はアルド印刷所の出
版物としては希な挿絵入りの書物で、初版は
1499年11月にアルド・マヌーツィオによって
刊行されたが、展示の1冊は、アルドの末子、
パオロ（Paulus Manutius; 1533–57頃活躍）が
1545年に刊行した第2版である。「読者のより
良い便宜のために、最大な注意を払って改訂さ
れ、新たに再版された」と記されているタイト
ルページ以外は、初版と同じ版木が使用されて
いる。

（TM）

31 . フランチェスコ・コロンナ（伝）『ヒュプネロトマキア・ポリフィリ（ポリーフィロの狂恋夢）』
（ヴェネツィア：パオロ・マヌーツィオ，1545年）

Francesco Colonna. La Hypnerotomachia di Poliphilo (Venice: Paolo Manuzio, 1545). Sm. fol.: [1]4, a–y8 

z10, A–E8 F4. 312×204mm. Ahmanson-Murphy, IIIa, no. 300; RA 58; STC (Italian), p. 530; 義塾図書
館14. 

［141X＠111＠1］



97

（31–1. タイトルページ）



98

（31–2. Sig. I5r）
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本書は『痴愚神礼賛』など多数の著作がある、
ルネサンスの大知識人デジデリウス・エラスム
ス（1466 or 1469–1536）が著した『平和の訴え』
初版である。エラスムスのこの書が平和主義を
はじめて文学的に理論づけたと評する声もある
（樋野，p. 26）。擬人化された「平和の神」の口
を通して、独自の平和論が展開される。
本書は、エラスムスをはじめとする人文主義

者の著作をさまざまに上梓し、ヨーロッパ最大
級の印刷業を展開した、バーゼルのヨハン・フ
ローベン（c. 1460–1527）が出版した。フロー

ベンはアマーバッハ（展示番号21）の印刷所
を引き継ぐと、活字のローマン体の普及やイタ
リック体の紹介に努めた。本書でも壮麗なロー
マン体活字が印字面を演出する。だが実は、エ
ラスムスはフローベンの出版準備が進まないこ
とに業を煮やし、レーヴェンの印刷者ディルク・
マルテンス（Dirk Martens; 1446/7–1534）にも
草稿を渡していた。フローベン版の直後にマル
テンス版の刊行が続いたのはそれ所以である。

（ST）

XI. エラスムスとその周辺
32. デジデリウス・エラスムス『平和の訴え』（バーゼル：ヨハン・フローベン，1517年）

Desiderius Erasmus. Qverela pacis vndique gentium eiectœ [and other works] (Basel: Johann Froben, 1517). 
4o: a–g4 (－g4) h4 i6 (－i6). 211×148mm. STC (German), p. 275.

［120X＠1104＠1］

（32. Sig. a3r）
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著者トマス・モア（1478–1535）は、オック
スフォードで学び法律家として身を立てた後、
ヘンリー8世の大法官として仕えた。また古典
語にも造詣が深く、16世紀イギリスを代表す
る人文主義者であることは言うまでもない。北
方ルネサンスの知の巨星エラスムス（展示番号
32）と生涯にわたり友情を深め、互いに知的活
動を支え合った。エラスムスは代表作『痴愚神
礼賛』をモアの家で書き上げ、彼に捧げている。
36年にも及んだ偉大なる思想家たちの往復書
簡をひもといてみると、ふたりの深き友情が時
空を超えて伝わってくる（沓掛・高田訳）。
本書のタイトル「ユートピア（utopia）」は、
モアが古典ギリシア語のou（否定詞）と topos（場
所）にラテン語接尾辞（-ia）を組み合わせた
造語で「どこにもない場所」を意味する。架空
の世界を描きつつ、同時代のイギリス社会に対
する痛烈な風刺が冴えわたる。一方で、実在し

た書物の数々への言及も忘れない。特にアルド
のギリシア語古典の列挙は興味深く、本展示で
紹介するアルド版のアリストテレス（展示番号
26）やホメロス（展示番号 28）も登場する。
またモアはユートピアに独自のアルファベット
（the Utopian alphabet）も作った（33–1）。
展示の1冊はバーゼルのフローベン（展示番
号31, 32）が1518年に出版したラテン語第2版
である。アンブロシウス・ホルバイン（Ambro-

sius Holbein; c. 1494–c. 1519）が制作したユート
ピア島の木版画（32–2）が本書を魅力的にして
いる。また初版（1516）にはないエラスムスの
序文とエピグラム集も一緒に印刷されている
（33–3）。イギリスの政治家、愛書家トマス・グ
レンヴィル（Thomas Grenville; 1755–1846）の旧
蔵書で、本塾大学名誉教授であり愛書家として
も名高い高橋誠一郎氏（1884–1982）より寄贈
された。 （ST）

33. トマス・モア『ユートピア』（バーゼル：ヨハン・フローベン，1518年）
Thomas More. De optimo reip. statv, deqve noua insula Vtopia; Desiderius. Epigramata T. Mori (Basel: Johan 
Froben, 1518). 4o: a–s4 t–u6; x–y4 A–I4K6 L–T4 V6. 203×149mm. PP 53; STC (German), p. 860.

［1102＠280］

（33–1. Sig. b3r：ユートピアのアルファベット（部分拡大））



101

（33–3. Sig. u6v–x1r）

（33–2. Sig. b2v–3r）
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フランス・ルネサンスを代表する人文主義者、
医師、著作家フランソワ・ラブレー（François 

Rabelais; c. 1494–c. 1553）は、フランソワ 1世
（François I; 1494–1547）の重臣ジャン・デュ・
ベレー（Jean Du Bellay; 1492–c. 1560）との知遇
を得ると、1534年、侍医として彼のイタリア
旅行に同行し初めてローマを訪れた。この時の
目的のひとつがローマの地勢図作成であった。
首尾よく進んだ準備にもかかわらず、イタリア
人マルリアーノに出版の先を越され、計画を断
念せざるを得なくなった。ラブレーは帰国後、
リヨンの印刷者セバスティアン・グリフィウス
（1493–1556）の校正係を務めた。グリフィスウ

がマルリアーノのローマ地誌を再版する際、ラ
ブレーが手伝って刊行したのが本書である。
グリフィウスはドイツ南部の出身で、一族は
パリやイタリア、ネーデルランド等の各地で印
刷業を営んでいた。1515年頃にリヨンにやっ
てくると、怪物グリフォンを印刷者標章に用い、
エラスムス（展示番号32）をはじめとする人
文主義者の著作やラテン語の古典、文法書、宗
教書などおよそ1000点もの書物を市場に送り
出し、フランスにおける人文主義の発展に寄与
した（宮下17章）。

（ST）

34 . バルトロメオ・マルリアーノ『古代ローマ地誌』（リヨン：セバスティアン・グリフィウス，
1534年）

Joannes Bartholomaeus Marlianus. Topographia antiquae Romae. Ed. F. Rabelais（Lyon: Sebastien Gry-
phius, 1534). 8o: *8, a–u8 x4. 157×105mm. STC (French), p. 302.

［120X＠1102＠1］

（34. Sig. a1r）
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ギョーム・ビュデ（1468–1540）は、16世紀
フランスにおける人文主義を先導した古典学者
で、「フランスのエラスムス」と称される。プ
ルタルコス、アリストテレス、プラトン、ガレ
ノスなどの古典ギリシア・ラテン文献の翻訳・
校訂に取り組むのみならず、法学や哲学も究め
た。
『ギリシア語註解』はギリシア語の語義や語
源、史的展開をまとめ、ギリシア語文献学の基
礎を築いた。後にアンリ・エティエンヌ2世が『ギ
リシア語宝典』を編纂出版する際の基礎資料と
なった。
当時、隣国ドイツでルターの宗教改革が始ま

りカトリック側が過敏になるなか、ビュデは聖
書の原典研究を進めた。このためパリ大学神学
部から異端視、弾圧されていた。しかし、ハプ
スブルク家のカール5世（在位1519–56）と激
しく対立していた国王フランソワ1世は、ビュ
デの訴えを容認し、彼を庇護した。ビュデは国
王に宛てた本書の前書きで、以前より進言して
きた文献学の重要性を説き、国王の「王立教授
団」設立（1530年）を導き出した。これが後
のコレージュ・ド・フランス（Collége de 

France）の礎となる（渡辺 第1章）。
印刷を担当したのは、イタリアで古典を学び、

リヨンの後にパリに移リ、人文主義者の著作や
古典の出版を多く手がけたジョス・バード
（1462–1535）である。本文の改訂や註釈にも精
力的に取り組み、学匠印刷家としての名声を確
立した。彼の娘はアンリ・エティエンヌ1世の
息子ロベール・エティエンヌ（展示番号 38, 

39）と結婚した。
本書には膨大な量のギリシア語・ラテン語文
献が引用されている。当時はパリでもまだゴ
シック体が主流であったが、バードは独自の
ローマン体やギリシア語活字を用いたことでも
知られる。本書のタイトルページ（35–1）は二
色刷りで、大きく陣取る印刷者商標は、初期印
刷工房内の様子を描いた貴重な資料でもある。
義塾図書館所蔵本は、17世紀にコレージュ・

ド・ナヴァールにて修辞学の優秀な成績を修め
た褒美として、後にギリシア語学者となるニコ
ラ・タヴェルニエ（Nicolas Tavernier; 1620–98）
に贈られた。その後はアカデミー・フランセー
ズ会員のシャルル・フランソワ＝デュピ（Charles 

François Dupis; 1742–1809）、考古学者アントワー
ヌ＝ジャン・レトロンヌ（Antoine-Jean Letronne; 

1787–1848）の所蔵するところとなった。
（ST）

XII. フランス・ルネサンスの活字（1）
35. ギョーム・ビュデ『ギリシア語註解』（［パリ］：ジョス・バード，1529年）

Guillaume Budé. Commentarii linguae Graecae ([Paris]: Joss Bade, 1529). Fol.: α4β6γ8δ–ε6, a–z8, A–Z8, 
Aa–Nn8 Oo6 Pp8. 349×215mm. PMM 190; STC (French), p. 85.

［141X＠64＠1］



104

（35–1. タイトルページ）
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（35–2. Srg. alr）
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16世紀に輝かしい活躍をした出版一族の祖、
アンリ・エティエンヌ1世が手がけたタイポグ
ラフィの傑作、フランスにおけるユークリッド
の『幾何学原論』の初版である。ラートドルト
版（展示番号16）など、イタリアで出版され
ていた書物のレイアウトに倣い、左右の余白を
たっぷりとることで図形印刷を成功させてい
る。また学匠印刷家ジェフロア・トリー（Geo�roy 

Tory; c. 1480–1533）彫版の美しい装飾頭文字
（例：次頁の図版のP）を種々に用い、印字面
に華やぎを加えている（Schreiber, pp. 35–37）。
美しいローマン体で印刷された本文は、人文

主義者バルトロメオ・ザンヴェルティ（Bartolo-

meo Zamberti; 1473–1543）が新たにギリシア語
から翻訳し、人文主義者ジャック・ルフェーヴ
ル・デターブル（Jacques Lefèvre d’Étaples; 1455?–

1536）が編集した。アンリ・エティエンヌ1世
はデタープルに大きな影響を受け、その関連著
作を多数出版している（Armstrong, Ch. 1）。
義塾図書館所蔵本は大正期に法学部学生から

寄贈された古典書群のひとつである。『慶應義
塾図書館史』の年表には「矢野国太郎ラテン語
古書三九冊寄贈」との記述がある他、同年の『三
田評論』348号にも「矢野氏寄贈古典書」の写
真が口絵に載り、「塾報」（p. 41）で次のように
報告されている。

口繪第二頁は矢野國太郎氏の寄贈にかかる
古書及びその扉の二三を撮影せるものにて、
全部三十九冊、大部分はラテイン文にしてギ
リシア文其他も混へ殆ど第十六七世紀の出版
にかかるものなり。プラトンのラテイン譯全
集、テレンティウスの喜劇詩、アリストテレ
ス、ヒエロニムス、ホラテイウス、ピンダロ
ス、ユニウスの ‘‘De Pictura Vetem’’ かのギリ
シアの有名なる地理学者ストラボの書、アレ
キサンダーのインド遠征記、其の他の文學、
美術、宗教、科學、醫學等に關するもの多し、
而もかく年代を經たるものなるに拘わらず汚
損の程度案外に少く、表紙は羊皮其の他の皮
を用ひその装釘また荘重古典的にして當時の
風を存しその内容の珍重すべきは勿論なるも
寧ろ稀覯書として一層價値大なるものなりと
信ず、過般矢野氏がその貴重なる蒐集の一部
を本塾圖書館に寄贈せられたるは感謝に堪へ
ざる次第にして本誌特別號にその寫眞を掲載
し氏の好意を永く記念せんとするものなり。

義塾図書館の洋貴重書収集史は、15世紀刊
本については整理されているが（IKUL参照）、
16世紀以降はこれからの課題である。この記
録は、義塾図書館の洋書コレクション形成史を
記述する上で有益な情報となるだろう。

 （ST）

36. ユークリッド『幾何学原論』（パリ：アンリ・エティエンヌ1世，［1516年］）
Euclid. Geometricorum elementorum libri XV (Paris: Henri Estienne, 7 January [1516]). Fol.: a–z8, ＆8, 
A–H8 I10 (－I10). 291×203mm. Renouard, pp. 18–19; STC (French), p. 157.

［S27＠73＠1］
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（36. Sig. a3r）
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本書の著者シャルル・エティエンヌ（1504–64）
は、パリで著名な印刷所を営むエティエンヌ家
に生まれた。彼自身のパドヴァ大学における人
体解剖の経験や骨格標本の知識を活用し、本解
剖書を執筆した。外科医エティエンヌ・ド・ラ・
リヴィエール（Etienne de la Rivière）と彫刷師
ジャン・ジョラ（Jean Jollat）の協力を得て本書
の制作にあたったが、途中リヴィエールと仲違
いをして裁判沙汰にまでもつれこんだ。その結
果、初版刊行が1545年と予定よりも7年も後に
ずれこみ、この間にヴェサリウス（Andreas 

Vesalius; 1514–64）の『人体の構造についての七
つの書』刊行（1543年）に先を越されてしまう。
シャルル・エティエンヌの解剖図の正確さは

ヴェサリウス版に劣るとはされるが、重要な医
学的見知も多く盛り込まれている。本書の評価
はさまざまだが、ヴェサリウス版と同じく、解
剖図譜の金字塔と称する声もある（リフキンほ
か；萬年）。本書の刊行から6年後、シャルル
は医学の道をあきらめて家業を継いだ。たが、
王室印刷者となったにもかかわらず、事業はう
まくいかず不運に見舞われた最期であった。

初版（1545年）および展示の第2版の印刷を
担当したのは、アンリ・エティエンヌ1世（展
示番号36）の亡き後その妻と結婚した、シモー
ヌ・ド・コリーヌ（1475–1546）である。この
結婚によりコリーヌは、ロベール・エティエン
ヌ1世（展示番号38）をはじめとする、アンリ・
エティエンヌ1世の3人の息子の継父となった。
その出版点数は700点にものぼる。彼が上梓し
た印刷の質の高さや活字の優美さはじつに高い
称賛を受け、コリーヌはフランスの印刷黄金期
を切り拓いたとも評される。
本書の本文はすべてイタリック体で組まれ、
章見出しと欄外註釈はそれぞれ大小のローマン
体で印刷されている。章の冒頭にはジェフロ
ア・トリー作の華やかな装飾頭文字（展示番号
36参照）が入っている。人体の構造や各所の
解説を図版と対応させるための工夫も見られ
る。たとえば骨の部位を解説する図版（37–1）
では、極小のイタリック体を用いて調整をして
おり、印刷者たちの努力の跡がうかがわれる。

（ST）

XIII. フランス・ルネサンスの活字（2）
37. シャルル・エティエンヌ『人体解剖図譜』（パリ：シモーヌ・ド・コリーヌ，1546年）

Charles Estienne. La dissection des parties du corps humain diuisee en trois liures (Paris: Simone de Colines, 
1546). Fol.: a8, A–Z8, AA–BB8 CC4 (－CC4). 379×235mm. STC (French), p. 155.

［142X＠78＠1］
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（37–1. Sig. A5v）
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（37–2. Sig. L1r）
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アンリ・エティエンヌ1世（展示番号36）の
次男として生まれたロベール・エティエンヌ1

世（1503–59；ラテン語名Henricus Stephanus）は、
母の再婚相手シモーヌ・ド・コリーヌ（展示番
号37）のもとで修行を積み、16世紀フランス
を代表する学匠印刷家となった。彼の偉業とし
て最初にあげるべきは、聖書校訂版の刊行であ
ろう。パリで閲覧可能な写本や印刷本を複数比
較し、ギョーム・ビュデ（展示番号 35）の協
力を得て、聖書印刷で初の本格的な本文校訂を
おこなった。刊行されたばかりのアルカラ版「多

言語聖書」（1524年）やエラスムス校訂版も参
照している。成果は1528年刊行の聖書に結実し、
その後もラテン語版のみならず、ヘブライ語版、
ギリシア語版など優れた校訂版の刊行を続け
た。本書はそうした一連の聖書出版に位置づけ
ることができ、2つ折判の1532年版を8つ折判
で再版した、携帯用聖書である。註釈は本の小
口側の余白だけでなく、のど（内）側にも付さ
れている（Armstrong, pp. 72–78）。

（ST）

38. 「聖書」（パリ：ロベール・エティエンヌ1世，1534年）
Biblia: Breves in eadem annotationes, ex doctiss interpretationibus & Hebrœorum commentariis (Paris: Robert 
Estienne, 1534). 8o: π4, a–z8, aa–zz8, A–F8 (－F6–8). 178×115mm. Renouard, pp. 39–40.

［120X＠430＠1］

（38–1. タイトルページ） （38–2. Sig. a1r)
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印刷者ロベール・エティエンヌ1世は1520年
代からの聖書刊行（展示番号38）で名声を高
めると、国王フランソワ1世から1539年にラテ
ン語・ヘブライ語印刷家に任命された。また
1530年代には活字の改良を企画した。ここに
16世紀で最も名だたる活字制作者、クロード・
ギャラモン（Claude Garamont; 1480–1561）が登
場する。現代にも伝わるギャラモンのローマン
体はアルドのそれにとって代わり、やがてゴ
シック体の終焉へとつながった。

1540年、フランソワ1世はフォンテンブロー
の王室図書室にあるギリシア語写本の印刷用
に、新しい活字の制作を命じた。これをロベー
ルを介して受けたギャラモンは、王に仕えるカ

リグラファー、アンジェロ・ヴェルゲキオ
（Angelo Vergecio）の書体をもとに、きわめて壮
麗なギリシア語草書体の活字と装飾頭文字を
1541年に仕上げた。かの有名な「王のギリシ
ア語活字（grec du roi）」の誕生である。この翌
年、ロベールは王室印刷家となった。
本書には、新たに生み出された「王のギリシ
ア語活字」が用いられている。本文用の活字の
みならず、古代ローマ風な人物や動植物があし
らわれた装飾頭文字も美しく、印字面は見る者
を魅了する。この装飾頭文字は16世紀最高峰
であると評する声もある（Armstrong, pp. 52–53; 

Schreiber, pp. 76–78）。
（ST）

39. エウセビオス『教会史』（パリ：ロベール・エティエンヌ1世，1544年）
Eusebius. Ecclesiasticae historiae Eusebii Pamphili (Paris: Robert Estienne, 30 June 1544). Fol.: ** 4, A–X8 
Y–Z6, AA–ZZ6, AAA–GGG6, Aa–Zz6, Aaa–Hhh6. 326×205mm. Renouard, pp. 59–60; STC (French), 
p. 158.

［141X＠80＠1］

（39–1. Sig. Q8v：部分拡大）
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（39–2. Sig. A1r）
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神聖ローマ皇帝マクシミリアン1世（Maximili-

an I; 1459–1519）は自身の半生を一連の物語に
仕立てさせた。本書は彼がブルゴーニュ公女へ
の求婚のために行った旅行（1478年）を寓意
的に描かせた作品である。皇帝自らが構想し、
延臣プフィンツィンク（1481–1535）に編纂させ、
主人公トイアーダンクとして登場する皇帝が、
花嫁と結ばれるまでに数々の困難に立ち向かう
様子が物語られている。販売を目的とはせず贈
呈用に作られた。
本書に使用されたのは、初期のフラクトゥー

ル体活字である。ベネディクト会士レオンハル
ト・ ヴ ァ ー グ ナ ー（Leonhard Wagner; 1453–

1522）がデザインしたといわれる（Johnson, pp. 

131–32）。ドイツ語圏で流布したシュヴァバッ
ハー体（展示番号12）から発展したフラクトゥー
ル体は、マクシミリアン1世の熱烈な支援を得
た。以後も数百年にわたりドイツ活字文化の中
枢を担ってゆく（展示番号41, 42）。印刷を担当
したアウグスブルク出身の印刷者シェーンスペ
ルガーは、挿絵入り本の出版で知られ、皇帝直
属の印刷者となった。各章の冒頭を飾る美麗な
木版挿絵は118点にものぼり、当代きっての版
画家たちが手がけた。

（ST）

XIV. 神聖ローマ帝国とフラクトゥール体
40 . メルヒオール・プフィンツィンク『トイアーダンクの英雄伝』（ニュルンベルク：ハンス・シェー
ンスペルガー，［1517年］）（零葉）

Melchior P�ntzing. Die geuerlicheiten vnd einsteils der Geschichten des [. . .] Herr Tewrdannckhs (Nüremberg: 
Hans Schönsperger, [1517]). Sig. A3 (vellum). 373×254mm. STC (German), p. 690.

［170X＠46＠1］

（40. Sig. A3r）



115

「カロリーナ刑事法典」とは、1532年にレー
ゲンスブルクで開催された神聖ローマ帝国の帝
国議会で成立し、皇帝カール 5世（展示番号
35）によって公布された帝国刑事立法である。
本書はその初版で、マインツの J・シェーファー
によりフラクトゥール体活字を用いて印刷され

た。刑事法の領域における神聖ローマ帝国領内
の統一的法典であり、18世紀末から19世紀初
頭におけるフォイエルバッハなどの刑事法思想
が登場するまで、もっとも重要な刑事法の源と
なっていた。

（ST）

41. 「カール5世刑事裁判令（カロリーナ刑事法典）」（マインツ：J・シェーファー，1533年）
Des allerdurchleuchtigsten grossmechtigsten unüberwindtlichsten keyser Karls des fün�ten (Mainz: Juo 
Schö�er, 1533). Fol.: π6, A6 B4 C6 D4 E6 F4 G6 H–I4 K6. 298×198mm.

［120X＠1226＠1］

（41. A1r）
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宮廷の祝宴や友好国との交流のために開催さ
れたトーナメント（馬上試合）は、中世末期か
ら近代初期にかけて、フィクションおよび制度
としての騎士道を演出してきた。また王侯貴族
にとっては、社会的地位を誇示する重要な祝祭
であった。
紋章官ゲオルク・リュスナーが著した本書は、

初版は1530年で、神聖ローマ帝国のドイツ語
圏におけるトーナメントの起源と由来を記し、
参加者の家系や式次第の記録でもある（楠戸）。
本書はジークムント・ファイアーベント

（1528–90）が 1566年に上梓した。彼はアウグ

スブルク、マインツ、ヴェネツィアで活字や装
飾模様のデザイン制作を手がけていたが、1560

年にフランクフルトに移ると、同地で出版業の
拡大を図り成功した。その多くには本書と同様
フラクトゥール体活字が用いられている。タイ
トルページや本文を飾る挿絵の数々は、同時代
に活躍したヨースト・アンマン（Jost Amman; 

1539–91）の手による。騎士の紋章、皇帝マク
シミリアン2世が1560年にウィーンで催した馬
上試合の様子などが描かれている。

（ST）

42 . ゲオルグ・リュクスナー『トーナメントの書』（フランクフルト：［ジークムント・ファイアー
ベント］，1566年）

Georg Rüxner. Thurnier Buch (Franckfurt: [G. Raben in verlegung Sigmund Feyerabend und S. Hüt-
ers], 1566). 2pts. Fol.: **4, A–X8 Y–Z6, 2A–2Z6, 3A–3G6, Aa–Zz6, Aaa–Hhh6. 326×205mm. STC (Ger-
man), p. 760; RA 69.

［120X＠970＠1］

（42. タイトルページ）
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善 , 1991）

RA：松田隆美監修『寓意の鏡：16・17世紀のヨーロッパの書物と挿絵』（慶應義塾図書館 , 1991）
Renouard: Antoine Renouard, Annales de l ’imprimerie des Estienne: ou histoire de la famille des Estienne et de ses édi-

tions (1843; Genève, 1971)

STC (French): Short-title Catalogue of Books Printed in France and of French Books Printed in Other Countries from 

1470 to 1600 Now in the British Library. Supplement (London, 1986)

STC (German): Short-title Catalogue of Books Printed in the German-speaking Countries and German Books Printed 
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STC (Italian): Short-title Catalogue of Books Printed in Italy and of Italian Books Printed in Other Countries from 1465 
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STC (2nd edn): A. W. Pollard and G. R. Redgrave, eds, A Short-title Catalogue of Books Printed in England, Scotland 

and Ireland, and of English Books Printed abroad, 1475–1640, 2nd edn, revised and enlarged, begun by W. A. 
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Iberia and Great Britain, trans. from the German by André Barbey (Munich, 1928)

義塾図書館：『第20回慶應義塾図書館貴重書展示会義塾図書館を読む～和・漢・洋の貴重書から～』
（慶應義塾図書館 , 2007）
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展示番号 資料名 　　　　
　  　
 1．董文敏公画禅随筆4巻 明董其昌撰 清汪汝録編 小田海僊校 天保11年（1840）刊（須原屋茂兵
衛等）版木：35枚 印本：3冊

 2．木活字
 3．史記130巻 漢司馬遷撰 劉宋裴駰集解 唐司馬貞索隠 唐張守節正義 朝鮮前期刊 銅活字 明永
楽20年（1422）鋳字跋

 4．詩伝大全20巻首1巻 明胡広等奉勅撰 朝鮮正祖1年（1777）刊 銅活字
 5．呉子2巻 慶長11年（1606）刊 清原秀賢手跋 伏見版
 6．大学1巻 宋朱熹章句 慶長年間刊
 7．後漢書90巻志30巻 劉宋范曄撰 唐李賢注（志）晋司馬彪撰 梁劉昭注 元和寛永年間刊 尾張藩
旧蔵

 8．書経 不分巻 慶長年間刊 藤原惺窩旧蔵
 9．新雕皇朝類苑78巻序目1巻 宋江少虞撰 元和7年（1621）刊 銅活字
10．司馬法3巻 慶長11年（1606）刊 伏見版
11．孫子3巻 慶長11年（1606）刊 伏見版
12．群書治要50巻 原闕巻 4・13・20 唐魏徴等奉勅撰 元和2年（1616）刊 銅活字 駿河版
13．増補六臣注文選60巻 存巻11 梁蕭統編 唐呂延済・劉良・張銑・呂向・李周翰并李善注 慶長

12年（1607）要法寺刊 直江版
14．中庸1巻 宋朱熹章句 慶長年間下村生蔵刊 竹中重門旧蔵
15．大学1巻 宋朱熹章句 慶長年間下村生蔵刊 竹中重門旧蔵
16．孟子14巻 漢趙岐注 慶長年間今関正運刊
17．［嵯峨本観世流謡本］俊寛 慶長年間刊 綴葉装
18．同 大会 慶長年間刊 綴葉装
19．春秋経伝集解30巻 存巻11・12・25・26 晋杜預撰 慶長年間刊 叡山版
20．仏説大荒神施與福徳円満陀羅尼経1巻 旧題唐釈不空訳 元和6年（1620）宗存刊
21．大般涅槃経40巻 存巻25 北涼釈曇無讖訳 江戸初期刊 天海版
22．法華天台文句輔正記10巻 唐釈道暹撰 元和寛永年間刊
23．白氏文集71巻 唐白居易撰 元和4年（1618）那波活所刊
24．春秋経伝集解30巻 晋杜預撰 慶長年間刊
25．同 慶長年間刊 存巻11・12・25・26 叡山版
26．礼記20巻 漢鄭玄注 慶長年間刊
27．同 存巻1・2

28．新刊吾妻鏡52巻（巻45原欠）慶長10年（1605）跋 冨春堂刊 伏見版
29．同 存巻4・5・10‒12

30．［徒然草寿命院抄］慶長9年（1604）如庵宗乾刊
31．徒然草存巻上［慶長年間］刊
32．拾芥抄3巻［慶長年間］刊

和漢書
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洋書

展示番号 資料名 　　　　
　  　
 1．Biblia latina (East Argglia, possibly Cambridge, mid-14th century).

 2．Biblia latina, 42 lines ([Mainz: Printer of the 42-line Bible (Johann Gutenberg) and Johannes Fust, c. 

1455]).

 3．Johannes Balbus. Catholicon ([Mainz: Printer of the ‘Catholicon’ (Johann Gutenberg?)], [between 1460 and 

c. 1472]; also recorded as 1460 [not before 1469]).

 4．Psalterium ([Mainz]: Johann Fust and Peter Schoe�er, 14 Aug. 1457).

 5．Psalterium ([Mainz]: Johann Fust and Peter Schoe�er, 29 Aug. 1459).

 6．Biblia latina (36 lines) ([Bamberg : Printer of the 36-line Bible (Albrecht P�ster?), not after 1461]).

 7．Isidorus Hispalensis. Etymologiae ([Strassburg: Johann Mentelin, c. 1473]).

 8．Jacobus Magni (Jacques Legrand). Sophologium ([Strassburg: The ‘R-printer’ (Adolf Rusch), 1474]).

 9．Werner Rolewinck. Fasciculus temporum ([Strassburg: Johann Prüss, not before 6 Apr. 1490]).

10．Nicolaus de Lyra. Postilla super totam Bibliam [Cologne: Ulrich Zel, not after 1483].

11．Biblia [German](Augsburg: [Günther Zainer], 1477).

12．Hartmann Schedel. Liber chronicarum (Nuremberg: Anton Koberger, 12 July 1493).

13．Nicolaus de Lyra. Postilla super totam Bibliam (Rome: Conradus Sweynheym and Arnoldus Pannartz, 1471‒
72).

14．Robertus Caracciolus. Sermones quadragesimales de poenitentia （[Venice]: Vindelinus de Spira, [before 28 

July]1473).

15．Plutarchus. Vitae illustrium virorum (Venice: Nicolaus Jenson, 2 Jan. 1478).

16．Euclides. Elementa geometriae (Venice: Erhard Ratdolt, 25 May 1482).

17．Guido de Monte Rochen. Manipulus curatorum (Paris: Ulrich Gering, 4 June 1478).

18．Jean Froissart. De chroniques de France (Paris: Antione Vérard, 1499‒1503).

19．Les Presentes Heures a lusaige de Rome (Paris: Philippe Pigouchet for Simon Vostre, 16 September 1498).

20．Ces presentes heures a lusaige de Paris (Paris: par la veufue de Thielman Kerver [i.e. Yolande Bonhomme], 

1525).

21．Johann Tritheim. De scriptoribus ecclesiasticise (Basel: Johann Amerbach, [after 28 Aug.]1494).

22．Flavius Gratianus. Decretum (Basel: Michael Wenssler, 19 Aug. 1481).

23．Raoul Lef èvre Le Recueil des histoires de Troyes [English](Bruges/Ghent: [David Aubert for] William Caxton, 

1473‒74).

24．Geo�rey Chaucer. The Canterbury Tales ([Westminster: William Caxton, c. 1476‒77]).

25．Robert Fabyan. New Chronicles of Englande (London: Richard Pynson, 1516).

26．Aristotle. Opera (Venice: Aldus Manutius, Romanus, 1495‒98).

27．Fabellæ Aesopi. Gabriæ fabellæ. Gr. & Lat. [With other works. Gr.] Ed. A. P. Manutius (Venice: Aldus Manu-

tius, Romanus, 1505).

28．Homer. Homeri Ilias (Venice: Aldus, 1504)/Ulyssea. Batrachomyomachia. Hymni xxxii. (Venice: Aldus Manu-

tius, 1504).
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29．Lucretius. Lucretius (Venice: Aldus Manutius Romanus, 1515).

30．Book of Hours ([Italy, Rome, c. 1480s]).

31．Francesco Colonna. La Hypnerotomachia di Poliphilo (Venice: Paolo Manuzio, 1545).

32．Desiderius Erasmus. Qverela pacis vndique gentium eiectœ [and other works](Basel: Johann Froben, 1517).

33．Thomas More. De optimo reip. statv, deqve noua insula Vtopia; Desiderius. Epigramata T. Mori (Basel: Johan Fro-

ben, 1518).

34．Joannes Bartholomaeus Marlianus. Topographia antiquae Romae. Ed. F. Rabelais（Lyon: Sebastien Gryphius, 

1534).

35．Guillaume Budé. Commentarii linguae Graecae ([Paris]: Joss Bade, 1529).

36．Euclid. Geometricorum elementorum libri XV (Paris: Henri Estienne, 7 January [1516]).

37．Charles Estienne. La dissection des parties du corps humain diuisee en trois liures (Paris: Simone de Colines, 

1546).

38．Biblia: Breves in eadem annotationes, ex doctiss interpretationibus & Hebrœorum commentariis (Paris: Robert Esti-

enne, 1534).

39．Eusebius. Ecclesiasticae historiae Eusebii Pamphili (Paris: Robert Estienne, 30 June 1544).

40．Melchior P�ntzing. Die geuerlicheiten vnd einsteils der Geschichten des [. . .] Herr Tewrdannckhs (Nüremberg: 

Hans Schönsperger, [1517]).

41．Des allerdurchleuchtigsten grossmechtigstẽ unüberwindtlichsten keyser Karls des fünfften (Mainz: Juo 

Schö�er, 1533).

42．Georg Rüxner. Thurnier Buch (Franckfurt: [G. Raben in verlegung Sigmund Feyerabend und S. Hüters], 

1566).
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